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一品 員 (ABC }I頂)

060 札幌市中央区北 3条西 28丁目 サンテピノレ

060 札幌市中央区北 2条西 4丁目 北海道ヒソレ内

060 札幌市中央区北 4条西 1丁目 北農会館

063 札幌市西区手稲東 3北 3丁目 1

061ー01 札幌市白石区大谷地 434

060-91 札幌市中央区大通東 1丁目 北電サービス課内

060 札幌市中央区北 3条西 7丁目 酪農センター

060 札幌市中央区北 4条西 1丁目 共済ビノレ

060 札幌市中央区北2条西7丁目 北海道中小企業会館内

063 札幌市西区琴似 3条 7丁目 661

060 札幌市中央区北 1条西 17丁目 北都ピグ内

060 札幌市中央区北 4条西 1丁目 北農会館

060 札幌市中央区北 4条西 6丁目 毎日札幌会館

086-11 標津郡中標津町西 2北 1

348 埼玉県羽生市西 2-21-10

065 札幌市東区北 19条東 4丁目 365

060 札幌市中央区北 3条西 3丁目 富士ビノレ内

060 札幌市中央区大通西 7丁目 酒造会館ピノレ内

060 札幌市中央区北 2条西 4丁目 三井ピノレ内

060 札幌市中央区北 3条西 7丁目 酪農センタ-

061-01 札幌市豊平区里塚 278

047 小樽市有幌町 87 

060 札幌市中央区北 5条西 5丁目 住友ピノレ 8F 

047 小樽市港町 5番 2号

047 小樽市色内町 3丁目 5番 1号

060 札幌市中央区北 3条西 7丁目 酪農センター

060 札幌市中央区北 2条西 3丁目 札幌ピノレジング内

060 札幌市中央区北 5条西 20丁目

060 札幌市中央区北 3条西 3丁目 富士銀行ピノレ

065 札幌市東区苗穂町 3- 4 0 

062 札幌市豊平区豊平 3条 6丁目

060 札幌市中央区北 4条西 2丁目

060-91 札幌市東区苗穂町 6丁目 36番 108

062 札幌市豊平区美園 2の 1

060 札幌市中央区北 3条西 7丁目 酪農センター
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新酪事業の牛舎施設について

1 根室の、i しんらく代根室区域農用地開発公団事業)概要

進藤重信

(農用地開発公団〉

民しんらく u ………・・・根釧地域の人ば、新酪農村建設事業のことをそう呼ぶ。

昭和 44年調査が始まって以来既vr1 0年の年月がたったせいか、略称がどこへでも通じるようにな

った。

u しんらく u の地域は、北海道の東部、根室原野K位置し、気候は冷涼であるが広大な土地資源K

恵まれていることから従来から圏内有数の酪農地帯として発展して来た。しかし地域内を見ると、未

だ広大な未利用地i又低利用地として放置されているところがあるo

本事業はこのような畜産経営K有利な地域K於いて、特Vて未懇地が集中的K存在している根室区域

の貴重な土地資源を大いK利用するため、自然環境の保護等K配慮しつつ土地基盤整備及びそれK関

連する農業用施設等の事業を実施し、畜産物の安定的な供給K資するため、大規模な生産団地の建設

を行なおうとするものである。

計画が立てられた区域は、根室市、別海町及び中標津町にまたがる 14万ヘクターノレの地域で、あり

気象条件は、四季を通じ冷涼で、特K冬期は寒気が厳しく凍結深度が深いため土壌の融解が遅れ農耕

期が短L、。この地域K適した作物としては、牧草、バレイショ、ビート等の寒地畑作物に限定される。

北海道家畜管理研究会報、第 13号、 1"'21、 1979 
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E 新酪事業個別建売牧場の基本事項

1 経営タイプ別経営計画表

子〉ベゴ三 酪 農

I E 

飼養 管理体系

ヨ匠ヨ丈 舎 フリーストノレ式 ス タ ン チ ヨ ン 式

手L 牛 dEコ~ 清 掃 糞尿混合処理 糞尿混合処理

(スクレッパー使用)

.....;:: ツ ト カ ワ てず ツ ト カ ウ て才 ツ

飼
搾 手L ミノレキングパーラー パイプラインミノレカー

ノぐイプラインミノレカー

給与 粗 飼 料 放 牧 放 牧

サ イ レ ー ジ サイレージ

養
用

車2 草 乾 草

サ イ ロ パンカーサイロ バンカーサイロ

兵国立
経営農用地面積 63.0 4α 63.0 4α 

草 地 50.0 4α 5 0.0 .R，α 

そ の 他 1.3.0 4α 1 3.0 4α 

理 乳用 飼養頭数 68.0 頭 68.0 頭

牛 成 牛 50.0 頭 50.0 頭

(うち経産牛) ( 48.0 )頭 ( 48.0 )頭

部
コ円民 成 牛 18.0 頭 1 8.0 頭

肉
肉 牛飼養 頭数

用
晴 育 牛

F守 育 成 牛
牛

日巴 育 牛

年 間労働 時 間 3，298.4時間 4，5 1 3.2時間

舎内労働時間 2，06 2.6時間 3，1 67.0時間

舎外労働時間 935.9時間 935.0時間

そ の 他 299.9時間 4 1 0.3時間

一
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経 営

lIIA IV B 
乳肉経営 肉専経営

(乳牛)スタンチヨン式

フリー ス 卜 ノ レ 式|スタンチヨン式 (肉牛〉群飼式|群 飼 式

糞尿混合処理|糞尿混合処理|糞尿混合処理|糞尿混合処理

(糞尿排出材使用) I (スクレッパー使用)

カワマット

ミノレキングハーラー

ノ、イプラインミノレカー

放 牧

サイレージ

乾(仔牛) 草

気密サイ

63.0 4α 

50.0 4a 

1 3.0 tα 

68.0 頭

50.0 頭

( 48.0 )頭

1 8.0 頭

2，974.7時間

1，734.4時間

963.1時間

277.2時間

ロ

カワマット|カワマット

ノ、イプラインミノレカー | ノミイプラインミノレカー

放 放 放 牧

サイレージ サイレージ

乾(仔牛) 草 乾 草

気密サイ ロ パ ンカーサイロ

6 3.0 ILα 66.0 ILα 

50.0 Aα 53.0 4α 

1 3.0 ILα 13.0 Aα 

68.0 頭 48 頭

50.0 頭 35 頭

( 48.0 )頭 ( 34) 頭

1 8.0 頭 1 3 頭

65 頭

20 頭

45 頭

4，369.3時間 4，5 77.4時間

2，99 5.9時間 3，207.5時間

9 63.1時間 953.8時間

410.3時間 4 16.1時間

-3-

放 牧

サイレージ

車2 草

パンカーサイロ

7 5.0 lLa 

60.0 4α 

1 5.0 Aa 

213 頭

64 頭

149 頭

4，3 32.1時間

2，759.5時間

1，178.8時間

393.8時間



2. 経営型態別営農概要

項 目 酪農専業経営 乳肉複合経営 肉牛専業経営

農 業 従 事 者 2 人 2 人 2 人

経 A昌江， 農 用 地 50 1.-α 53 1.-α 60 1.-α 

乳牛飼養頭数 68 頭 48 頭

成 牛 5 0 頭 3 5 頭

育 成 牛 1 8 頭 1 3 頭

肉牛飼養頭数 6 5 頭 2 1 3 頭

哨 育 20 頭 64 頭

育 成 45 頭 1 49 頭

日E 育

年 間 出 荷 主E呈ヨ

牛 手L 220 t 1 56 t 

肥育素牛 52 頭 1 7 6 頭

3. 昭和50年度入植経営タイプ諸元

~竺 酪 ;農 経 持邑ι 

イ庸 考
フリ ストル気密サイロ スタンチヨン気密サイロ

飼養管理体系

3EE 5: 舎 フ 1) ス ト ノレ スタンチヨ ン

牛舎 清掃 糞尿混合処理 糞尿混合処理

飼 手し --..... ツ ト カ ウ てず ツ ト カ ウ ーマ ツ ト

搾 手L ミノレキング・パーラー ノ〈イプラインミノレカー

ノミイア。ラインミノレカー

養 給与粗 飼料 放 牧 放 牧

サ イ レ ジ サ イ レ 、ン

用 乾草(仔牛 乾草(仔牛

管 サ イ ロ 気 密 サ イ ロ 気 密 サ イ ロ

経営農地用面積 63.0 1.-α 63.0 1.-α 

草 1也 50.0 1.-α 50.0 1.-α 

理 そ の他 13.0 1.-α 1 3.0 Aα 

牛 乳用飼養頭数 68.0 頭 68.0 頭

成 牛 50.0 頭 50.0 頭

音日 (うち経産牛) ( 4 8.0)頭 ( 48.0 )頭

育成牛 1 8.0 頭 1 8.0 頭

年間労働時間 2，9 74.7時間 4，369.3時間

Fう 舎内労働時間 1，734.A時間 2，9 95.9時間

舎外労働時間 9 63.1時間 9 63.1時間

そ の 他 277.2時間 4 1 0.3時間
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4 畜 舎内 部作業内容

(注)⑨:動力

⑤:自家発電機

⑪:温水器

②:飼料タンク

フリーストール畜舎

スタンチョン畜舎

(対頭式)

(対尻式)

(濃厚飼料)

搾乳処理

ミ叫ングパーラ I(濃厚飼料)⑤⑨⑪②

糞尿処理

搾乳処理

@@ 

@ 

スラリースプレッダ

トラクターけん引cP.T. 0) 

スラリースプレッタ

トラクターけん引(P.T.O)



E 建設した建売牧場の実態

1. 牛舎巾算出基礎と実績

1 ) フリーストーノレ肉対尻式畜舎

主要断面図

フリ ー ス 卜 -)レ

通路(糞尿溝〉

2，300 2，800 

A B 

① ストーノレ長(A ) 

図 -1 乳牛の坐位姿勢寸法

167 (1. 1 g) 

単位:cm ( )は体高比

前肢踏台

飼 槽

フリーストーノレ

通路(糞尿溝) 」

lF140040  
1，800 I 400 2，800 2，300 

C 

1 2，000 

B A 

注:乳牛の姿態寸法は畜産施設研究会編「牛

舎の設計JvてよるO

体高を 10 0とした時の行動姿態寸法で、

本設計では体高を 14 0 cmとして計算し

7こO

上図よりフリーストーノレの長さは 22 8 cmとなるが、 2 cmの余裕を見込んで 23 0 cmとするO

② 通路幅(B ) 

通路の最少必要幅の決定は、乳牛の行動のうち図 2の場合を想定すれば十分であるO すなわち

「飼槽で採食中の乳牛の後方を他の乳牛が歩く Jvc必要な幅は最少限 26 9 cmとなる O しかしなが

ら、図 2のような乳牛の行動は非常に整然、とした状態であって現実には乳牛Aが後忙下っていたり、

乳牛B治療Jめ忙歩く場合の方が多いと思われる O

-6-



図-2 採食時の乳牛の行動予想図と各部寸法

通路幅 2，690 

1，640 150 750 150 

床

「牛舎の設計」による

したがって、本計画では図-2の乳牛と乳牛の間隔および乳牛とスト ノレの間隔の 30cm(15

cmX 2 )を 41 cmとし、通路幅全体を 28 0 cmとするO

③飼槽 幅(C ) 

採食時の競合防止の前肢踏台あわせて 18 0 cmは標準寸法で、あるO

2 ) スタンチヨンストーノレ・対頭式。パーンクリーナ

注):スタンチヨンストーノレはライホノレム・システム

後方通路糞尿溝 牛 床 L飼槽 中央通路 飼槽i牛 床糞尿溝 後方通路
I E E 

: 
I I 

:450: 1， 850 :450: 1，600 ; 700 む000 : 700 : 1，600 1850 

A ，B_I C D I E I D C I B， A 

1 1. 200 

①後方 通路幅 (A) 

通路幅は図-3忙示すように、乳牛 2頭の並列歩行または交差の状態を想定して 18 5 cmとした。

-7-



図-3 乳牛 2頭の並列歩行予想図

1，850 

150 750 150 750 150 

壁

② 糞尿溝幅(B ) 

パンクリーナー使用の糞尿溝幅は 45 cmが標準寸法で‘ある O

③ ストール長(ライホノレム・システム)(C ) 

ストーノレの長さは表-1忙示すように、 1 6 0 cmが標準寸法で、あるO

表-1 ライホノレム・システムの乳牛体重別ストーノレ長さ

体 重

4 0 0 kg 

5 0 0 kg 

6 0 0 kg 

7 0 0 kg 

8 0 0 kg 

④飼槽幅(D ) 

7 0 cmは標準寸法で、あるO

⑤ 中央通路幅

牛 床(長)

1 5 0 cm 

1 5 5 cm 

1 6 0 cm 

1 6 5 cm 

1 7 5 cm 

標準寸法は 18 0 cmであるが緊急時のトラクター使用を考慮して 20 0 cmとした。
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表-2 トラクター運行にともなう通路幅の算出基礎

もJ

~~換

型式・規格|車 幅 (1) I最少余裕幅(2) I最少必要i麟幅1)十(2)

トラクタ一 I 7 0 ~ 8 0 HP  I 1 4 0 ~ 2 0 0 cm 5 0 cm 2 0 0 cm 

注):車幅は 140~200cmの範囲にあるが、 140~150cmの機種が多L、。

通路幅は 15 0 cm十 50 cm= 2 0 0 cmより算出した。

※〉 引用文献:酪農技術普及学会編「畜産施設」によるO

3 ) スタンチヨンスト ノレ・対頭式。自然流下式畜舎

1，600 

A 

2，000 

E 
11，200 

飼槽l 牛 床

基本的な考え方は、上記バーンクリーナー畜舎と同じであるが、自然流下式バーンクリーナ一

方式に係わる部分一一後方通路、糞尿溝、牛床ーーが異る。

①後方通路幅(A ) 

通路幅は前項図-3(1(より 18 5 cmが必要で、ある。しかし、自然流下式では後述の表 3(rC 

示すような糞尿溝幅を必要とするので、通路の一部をスノコ式として(糞尿溝の上部全体がス

ノコ忙なる)糞尿溝との兼用を図るO

ω - I2  5cml - 160佃

通路、糞尿溝兼用部分

②糞尿 溝 幅 (B ) 

表ー 3の自然流下式糞尿溝の寸法基準Kより、本計画は 75 cmとした。
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表-3 自然、流下式糞尿溝の寸法基準

長さ(cm ) 深さ(cm ) 溝幅(cm ) 記 事

1， 0 0 0 6 0 7 6..._ 7 8 

2，0 0 0 7 5 7 6..._ 7 8 「牛舎の設計」忙よるO

3， 0 0 0 8 5 7 6..._ 7 8 
ー一一一一一一 」ーー ー--

① ストーノレ長(c ) 

ストーノレの基本的な考え方は上記ノミーンクリーナー畜舎と同じであるが、本畜舎は、糞尿が溝上

忙完全K落ちるように上記畜舎のストーノレよりも 5cm短くし 155仰とした。

自然流下式では牛の後肢がストーノレからはみ出ても糞尿構はスノコ式で、かっ高低差もほとんどな

く、乳牛の行動Kは支障はなL、。

ノミーンクリーナー畜舎と自然流下式畜舎の後方通路、糞尿溝、ストーノレの関係を整理して図- 4

K刀てしTこO

図-4 2種類の対頭式畜舎の後方通路、糞尿溝、ストーノレの配置模式図

後方通路糞尿溝、 ストーノレ

一一対頭式・パーンクリーナ畜舎

1.850 

対頭式・自然流下式畜舎

3，900 

④飼槽(D )・中央通路(E ) 

上記パーンクリーナ一畜舎と同じであるO
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4 ) スタンチヨンストーjレ・対尻式・パーンクリーナー畜舎

主要断面図

前方通路 床牛 牛床 前方通路

2，300 

C 

1，700 

E A 

11.400 

① 前方通路幅(A ) 

緊急時Kリヤカ一使用を考慮して通路幅を決定するO リヤーカーの幅は約 13 0 cmで、あるが、直接

的Kリヤーカーを押すことは難しいこと(勾配があること〉通路の片側が飼槽で乳牛の頭が近く K

あること(万-vc車輪を飼槽内K落した場合は乳牛との衝突は妨げられない)等を考慮して、本計

画では 17 0 cmとする。

② 飼槽幅(B ) 

7 0佃は標準寸法で‘あるO

③ ストーノレ長(c ) 

将来の体型改良を考慮して 17 0 cmとするO

※ 黒沢牧場の新築牛舎では、ストーノレ長は 17 0 cmで設計されている。

④ 糞尿溝幅(D ) 

4 5 cmは標準寸法で、あるo

⑤ 中央通路幅(E ) 

標準寸法では 18 0 cm※とされているが、本計画では緊急のトラクター使用を考慮、して 23 0 cm 

としたO

前項表-2VC示したトラクタ一運行K伴う通路幅は 20 0 cmとした。上記畜舎は、対頭式で通路の

両側は飼槽となるので、 トラクタ一両側の余裕は最小幅で十分であるが、本畜舎の通路両側は糞尿

溝であるから、トラクタ一両側の余裕をやや広くとり、通路幅として 23 0 cmとした。



引用文献:酪農技術普及学会編「畜産施設 JvcよるO※ 

凶

。。4
T
J

スタンチヨンストーノレ・対頭式畜舎・自動給飼機設置模式

〈
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1句

上図のAは通路幅により変るが、本計画では中央通路を 20 0 mとしたので、飼料の振分け距離

2 0 0 cm忙必要なシュートの長さにより 18 0 cmとなるO

125 
t a n 3 50二一プEー=0.7002 35" 

シュート

A ニ 178.5ニ 180 
A 

125 

ただし 350 はシュートの垂直方向K対する角度

以上により、フィーダー設置に係わる最大必要高Bは 345となるO
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昭和 52年度新酪事業建売牧場牛舎寸法

対尻式 S 型(自然流下)

中央通路

フリーストール

ストール

2，300 

6，000 

対尻式 D 型

前方通路 飼糟 富ストー Jレ 尿講 中央通路，

5，625 

対尻式 S 型

-13-
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2. 建設年次別牛舎タイプ別分類

-
H
 

糞尿処理 昭和 50年入植 昭和 5 1年入植 昭和 52年入植
計タイプ別 搾乳方式

方 式
給飼方式

1棟当面積 棟数 1棟当面積 棟数 1棟当面積 棟数

ロi ロi ロ}2 棟ミノレキングパーフー ノ、ホ ン
729 4 726 2 1 0 

フ 4 頭複列 気密サイロ 735 4 対尻 スクレッパースト ノレ へリングポン

6 19 
2 2 フイ ダー

640 

気密サイロ
614 2 2 

給飼車
バンクリーナー

パンカーサイロ
2 2 667 

給 飼 車

気密サイロ
6 18 1 614 1 2 

フイタ?
スタンチヨン 自然流下

気密サイロ
1 

対頭
624 1 ストーノレ

パイプライ ン 給 飼 車

1 641 7 641 8 16 パンクリーナー 679 ミ ノレカ
気密サイロ

6 41 
3 3 フイ ダー

649 
自然流下

気密サイロ
641 1 1 

給 飼 車

670・・・1 641・・・4対尻
気密サイロ 3 

649・・・1 6 9 693・・・2
D 型 フ イ ダ ー

673・・・1
ストーノレ パンクリーナー

気密サイロ
641 2 2 

給 飼 車

8 20 2 2 50 言十

..，. 

備 考 1. 牛舎タイプ、牛舎内部施設等の考え方については、経営する入植農家の意向を充分とり入れて設計している。

2. 3年間の実績からタイプ採用の傾向は次の通り

イ〉対尻式が増加してきた。 ニ)フリーストーノレパン減少

ロ)自然流下式が増加 ホ )D型ストーノレが増加

ハ〉対頭式が減少



3. 施設建設上の考え方

1 ) 施設地造成と配置

選定条件

当地方の特殊条件から次の点に留意して施設置の選定をしているO

(1)冬期積雪の吹き溜り及び牧場全体の視界の良い高位部忙建設する。

(2)集乳上から極力、道路に近い場所とする…・・…幹線集約

(3)低地部は湿地が多いため基礎工事費及び排水経費が多くいるので避けるO

(4)牧場用地のほぼ中間忙ある、切盛土量の少い場所とするO

敷地面積

1牧場の施設地用地はあらかじめ1.5-A.α確保してあるがその内住宅地等を除く牛舎関連の

施設用地(牛舎、農具庫、パドック、サイロ、スラリー槽周辺用地〉は 80α を標準とす

るO

施設配置

配置については施設用地の立地条件又は農具庫、サイロ等の関連、牛舎の方向、住宅と

牛舎との距離と方向、パドックの位置 牛乳搬出路の位置、圃場への出入等の関係を充分

考慮、して決定し経営者と充分協議を重ねて計画するが各牧場によって夫々差が出るO

代表的な配置は次の通りであるo

草
地
へ

N---==18 「ミ;一一三yj
↓ツヘ!
どこ一一一一一一一一一三J
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2 )牛

繋留方式

乳牛舎として現在までストーノレパン、フリーストーノレパン、フリーバン等その他種々な

ものであるが一般的なストーノレパンを中心として一部フリ ストーノレを採用している O

.4.-
にコ

ストーノレパンの中・で、従来採用して来たスタンチヨンと土屋式D型ストーノレの 2種類であ

る。それぞれ経営者の考え方をとり入れているがその採用理由は次の通りであるO

(イ)ストーノレバン(スタンチョン)

家畜を繋留して管理する方式で一般的な型であるO

長所…・・・個体管理K適し、病畜の発見が容易、清潔な飼養管理が可能、スタンチョ

ン部分の建設費が安価(6，5 00円/頭)

短所・・・・・・省力管理が困難。

(吋スト ノレパン (D型ストーノレ)

繋留方式であるが牛の首輪Kチェン(長さ 50 cm)で繋ぐ方式で最近多くなった型で

ある。

長所...・・・スタンチョン方式より牛が自由である O

短所・・・・・・スタンチョンに比べ建設費が高い(11，000円/頭)、ストールの長さが長

付フリーストーノレパン

ストーノレを設‘置してあるが牛を自由忙放し飼いし管理する方式であるO

長所……群管理が可能で省力的、牛の健康K良い、増設が可能、発情発見が容易。

短所……個体管理が困難.牛の大きさを揃える必要がある(牛床長、搾乳時間)

※問題点

。フリーストーノレパンの床仕上げ方法がコテ仕上とハク引きの二方法がある O

ハク引き

長所……牛が滑らなL、。

短所……施工上床の均平が困難、糞尿の残りがでるo 1諦の摩耗が多L、。

コテ仕上げ

長所……施工上床の均平が容易、蹄の摩耗が少なく、牛が温順忙なる。

短所・・・…牛が滑べる場合があるO

。パイプ。類の防錆の為ステンレスパイプを下部K巻いているが防錆効果が期待出来ない

のでJ合成樹脂被膜のパイプ等を使用すると良いが高価である O

ストーノレの配置方法

対頭式と対尻式を採用していて、夫々長所・短所があるが次の理由により採用しているO

イ)対頭式

給飼の機械化忙より畜舎面積が少なく設備費fフイダ-設置)が安い、対尻式に比べてメ

リットが少ないので最近は敬遠されているO 後部の通路巾はあまり狭くする事は作業面

で支障が出て来る O

n
h
u
 



(ロ)対尻式

病畜、発情牛発見容易、牛舎壁の汚れが少なく衛生的、搾乳作業動線が短かL、0

3 ) 糞尿処理施設

従来の堆肥方式は、敷料不足と、公害問題、及び散布、腐熟作業労働面から敬遠され糞尿混

合方式(スラリ一方式〉としている O

理由としては、処理が一貫して省力化が可能である事、散布については、加圧式のスプレッ

ダー使用Kよりスラリー状態、であれば稀釈の必要がなく、貯溜面積が小さくて済む。

自然流下式が増加傾向Vてあるのは、バンクリーナ一等の機械の維持費が不用で経営費が減と

なるO 工事費もバンクリーナー設置工事とほぼ変らない等の理由からであるO

4 )サイロ

根室地方の気象は&l1Il略の太平洋沿岸地方K比べ海霧の発生が少なく、牧草収穫期間の天候は

比較的安定じている、年忙よって劣悪な天候になる事も考えられるが乾草収穫K比し安全な低

水分サイレージ(予乾草水分50%)を採用し気密サイロが主体となっているO 一部パンカーサ

イロを建設しているがこれは既存農家と共同利用する農家の作業体系上からと現有機械の活用

の面からパンカーサイロを採用しているO 気密サイロはグラスライニング鋼板製のものを採用

しているが耐用年数 45年として計画されているO 貯蔵量は、低水分サイレージ(5 0 %)水

分で 50 0 t 0 n、容積で 840m3のものを 1本のサイロで貯蔵する O

その理由としては、当地方の土地の地耐力は3-5tonで軟弱地盤のため基礎工事忙はPC

パイノレ(径 35 Ornm長さ 11m2 0本)を打ち込むため、工事費が嵩むので 25 0 tサイロ 2

基建設するより経費面で有利である。

アンローダーは将来通年給与忙対応させる事を考慮してボトム式のものを採用しているO

5 ) 搾乳及び牛乳処理施設

一般的忙 30--50頭の搾乳頭数の場合ペイプラインミノレカーが必要となってくる。

フリーストーノレ・…-ミノレキングパーラ一、 4頭複列 4ユニット、へリングボンタイプ

スタンチョン……パイプラインミノレカー(カウシュイド式) 4ユニット

搾乳室、牛乳処理室は次の点を重点忙設計した。

(イ)可能な限り牛舎の南面K設けるO

(ロ)作業性を考慮し余裕を持った面積とするO

付最寒期対応として入口及び窓は二重とし採光を考慮するo 天井を必ず設けるO

(斗床勾配を充分Kとり洗篠水の停滞を防止するO

(柿出入口巾はノミルククーラの交換移設を考慮した巾とするO

十サボイラーの選定忙は洗行箆を考慮、し最低 90 sの貯湯量と 22，000c a s以上のものとする。
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S二 1: 100 牛乳処理室平面図
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給飼施設

(イ}自動給飼方式

給飼方式は当初計画では、気密サイロ対応として次の方式を採用して来た。

17U 

サイロアンローダ……斜上コンベア……水平コンベア……セノレフフイダー(給飼機)

フリーストーノレでは水平コンベアを省略する。対尻式ではセノレフフイダーは 2基但し、

必要となる O 給飼古からのみ見れば対頭式が経済的である、などを考慮、して設計すべきで

(ロ)給飼車方式

昭和 51年建設の牛舎から給飼車(バッテリ駆動)方式を採用しているO

その理由としては、設備費がかからない、機械の維持費が低廉であるO アンローダーの吐

き出し能力に関係がなく他の作業が出来る。将来牛舎の増設時、簡単に対応出来る O 個体別の

給飼量の調節が可能、使用電力が少ない、等であるO

一方、対尻式の場合前方通路巾とコーナ一部分K余裕を持たせる必要があるO

け(イ)、(ロ)の方法の有利性

飼養規模Kよって異るのは当然であるが長期間K亘って見るならば、(吋の方法が有利と思

あるO

われるO が、その為に牛舎巾を広くするのであれば設備投資が多くなるので注意する必要が

-18-
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7 ) パドック

成牛の運動、日光浴を主体忙計画し、 10mz/頭として計算した。パドックとしては非常K

小面積となっているO これは公害等を考慮しアスフアノレト舗装を行っている関係で最少限の設

備と思う。

但し、各農家の敷地内で、余裕面積があれば附近K別途K有弗Ij鎖線等で、林地等を囲う事で対応

出来る。

パドックの仕様は次の通りである。

1.骨 材下層山砂 (250mm)

上層砂利 (250mm)

上部 細粒アスフアノレト 3 0 mm 

2. 柱 間隔 2m、長 2m、 6cmX6cm 角パイプ

束石

3 フェンス パイプ等を使用せず鋼製金網を使用(目の細いもの)

4. その他周囲K縁石(高さ 1cm)を設け、一面vcU字溝を設けその末端K惨透析を設

置(2ク所)するO

S =1/20 

ぽ-0.30 -;卦

8 )隔 t 障物

当地方の立地条件及び、飼養家畜の種類から搾乳牛主体の経営であるので、次の点を考慮して

隔障物を設置している。

付)育成牛、肉牛と異なり温順である点を考え有刺鉄線 3段張とするO
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(0)軟弱地盤(石探なし〉を考慮、し本柱間隔を 4mとするO

尚、柱の保持力を増す為断面の簡単なものは避けるO

十ヤ伎区内仕切柵(内柵)は排根線がある場合は、採草・放牧両面から不利になるので特殊な場

合を除き電牧柵で行う。

(斗本柱の長さは1.8mのものを使用するが牛の脱柵等忙重点を置くよりも軟弱地盤を考慮し施

工に当つては標準より 5cm程度地下部を深くする。

隔障物標準図外柵 (3段張) 鋼製本柱

lモ一一一色000 半 ω00 --→i 

9 ) 牛舎建設設計上の考え方

(1)方向

牛舎の方向Kついては東西軸と南北軸とがあるが当初はあまり考慮、きれなかったが南北軸

が適当であるO

理由……冬期間午前、午後の太陽光線が最大限忙活用できる O 換気状態K左右されるが南

北軸の場合北側の窓の結氷がひどし、。

(2) 採光面積

0.3 7 mケ頭

(3) 各出入口

各出入口は冬期舎飼時の牛舎温度を考慮し二重(内部開き戸)忙する事忙よりすきま風防

止ができる。又.牛又は作業員だけの通路については必要最小限の関口面積とし開き戸が締

まりが良い。

(4) 畜舎照明

2 0 w 0.025灯/m2 又は 0.23灯/頭とする。

但し、配置については畜舎作業の重要なワエイトを占めるのは搾乳(洗、議ミノレカー看視〉

作業であるので牛床後部の照明数と高さを充分配慮し無駄な照明を避ける。

(5) 動力操作盤

動力操作盤の設置面積は機械化忙より多数の盤がある為大面積が必要忙なるので牛舎内に
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直接設置すると牛の発熱量Kより盤の結露状態がひどくなり耐周年数短縮の危険性があるの

で別部屋か屋外かに設置するO

(6) 換気装置

換気忙ついては、牛舎温度と外気温、牛舎内ガスの発生、結露防止等を考慮して計画を立

てる必要があるが次の 2つの考え方があるO

(イ) 家畜の生理面……有毒ガスの排除、舎内温度の確保

(ロ) 畜舎の保守管理面……結露防止

上記の両面を満足させる換気方法が望ましいが、結露防止K重点を置くと舎内温度が低下

しそれを防止する為Kは断熱材を厚くする必要があり建設費が高くなるO したがって家畜生

理面を重点として設計する事が良いと思われるO

換気設備内容

ノレ フファン(吸入)

有圧換気扇(側壁忙設置)

牛舎内容積

4基戸 600.mmX1 35 m3/min 

8基戸 400皿 X70m3/min 

1，850 m3
/ 棟

以上の設備を設置しているが作動時聞は経営者K任せている実態で従来の換気扇のない牛

舎で窓換気を経験している人は牛舎温度の低下を嫌って作動させない傾向が多く、その為の

結露現象が多く出ているO 従ってすき間風防止に最大の努力を図る事により牛舎温度の上昇

を促進させた上温度感知時間サ モスタット等Kよる強制換気とすべきものと考えられるO
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新酪農村建設の背景と現況 金川直人

(根釧農試)

I、根室中部地域(新酪農村建設)開発構想(昭和44年、北海道開発局)

1. 昭和44年、新酪地区全体の経営の状態

本地区には当時別海町 26 6戸、根室市 21戸、計 287戸の既存農家が農業を営なんでいた。こ

の既存農家の平均状態は耕地面積 14. 1μ、採草放牧地 29.8仇、搾乳牛 11. 6頭、その他の乳牛9.5

頭、農業粗収入 1，793千円、農業所得 956千円、牧草 10α 当り収量 2.0tであった。

この地域の農業を考える場合、次の様な問題点があった。

(1) 1 0α 当りの牧草収量は根釧の他の地域に比べても非常に低く、また、放牧地に頼る場合が多

かった。

(2) 牧草の刈取り時期が遅く飼料養分の損失を招いているo また、 2番草の刈取りを行う農家は 17 

%程度で殆どの農家は 1番草だけ刈取り、その後は放牧地として利用していた。

(3) 道路整備がおくれ雪どけ時および雨後、国道、道道を除く道路忙おいて通行不能となる道路が

非常忙多く、農作物集送乳などの合理化を妨げていた。

(4) 機械利用も除々 K進んでいたが、まだまだ資金不足などの理由で普及していなかった。

(5) 多くの農家は借入金を借りていたが、昭和 44年度の償還金は 34万 4千円となって農家所得

の 30%余を占めていた。

(6) 夏期間労働力が不足していたが、この場合労働時間を長くすることで労働力不足を補ってLヴこo

(7) 畜舎の増新築は、かなり進んでいるが、住宅の新築はほとんどなく、入植時建造した冬期の寒

さを訴える住宅K住んでいた。

(8) 学校、商庖までの距離が非常K遠く通学、買物などに不便をきたしていた。

2. 経営計画の構想

本地区忙建設する酪農形態は、国際市場で対処できる様忙低生産費で酪農製品を生産すると同時K、

地域住民の生活福祉施設を整備することを主眼としているO

この開発の構想としては次の様な事K要約されるO

( 1) 経営規模としては耕地面積 45μ、一戸当り、成牛 40頭、育成牛 18頭とし、 10α 当り 4

トン程度の牧草生産を目標とする O

(2) 道路網の整備により、各戸ノりレク集乳できる様にするO との場合、今までのクーラーステーシ

ョンを廃止し工場直搬方式KもってL、く。

(3) 各戸トラクターを導入し、付属機械は共同利用形式にもっていき、機械利用の効率化をはかる。

(4) 酪農電気、酪農水道を導入し、十分な電力水量を供給するO

(5)商庖、公共施設等を整備し、利用しやすいようにする。

北海道家畜管理研究会報、第 13号、 22 ，.._， 32、 1979 
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(6)公共育成牧場をもうけ、夏期の忙しい時の農家の手聞を省く。

(7) この大規模酪農経営に対処しうる農業技術者を養成する。

3. 計画の背景

(1) 現在乳牛頭数と目標乳牛頭数および目標土地面積

表 1 目標乳牛頭数および目標土地面積

現在乳午頭数
アンクート 目標乳牛頭数 アンクー卜 目標土地面積

回答数 平均頭数 目標増加率 回 答 数 平均総土地面積 平均耕地面積

5 頭以下 6 23.0頭 88.5 % 3 36.7 ha 26.7 lza 

6 ~ 10 1 4 37.1 48.8 8 5 5.4 29，1 

1 1 ~ 1 5 39 3 8.5 30.6 2 9 6 1. 9 3 1. 3 

1 6 ~ 20 50 45.7 26.0 3 7 69.3 36.4 

21 ........ 25 4 0 4 6.6 20.6 3 5 65.6 33.4 

26 ........ 30 3 6 55.6 2 0.1 2 7 73.0 36.8 

31 ~ 35 1 5 64.7 1 9.8 1 0 7 9.7 43.8 

36 ........ 40 8 8 4.4 22.4 5 84.6 4 6.1 

4 1 ........ 45 6 9 3.3 2 1.9 5 1 14.9 6 5.1 

46頭以上 4 95.0 1 9.0 4 1 1 9.1 87.5 

戸当り平均 5 1.1 24.7 70.2 3 7.3 

(2) 営農改善の阻害要因

表 2 営農改善の阻害要因

項 目
資金 土地直積 湿 士也 道 路 傾針地 労働力 i薗乍E鴎住 河川陀濫

不足 多 悪 弘y 不 足 遠 浸 水

阻害要因別戸数 1 3 5戸 1 14 1 01 95 75 73 35 5 

全体での割合 54係 45 40 38 30 29 14 2 

阻害要因順位 1 2 3 4 5 6 7 8 

注) 1. 7'ンクート結果より

2. アンクート回答数 251戸

3 欄中、全体での割合(阻害要因別戸数/25 1戸X 1 0 0 ) 

(3) 酪農用水

本地区の殆んどの農家は井戸から水を得ているO 当時水量の不足を訴る農家は 42%であった。

E 経営実態調査結果

本調査は、昭和 50年度(第 1次)入植した 8戸Kついて、南根室地区農業改良普及所が主体K、

根釧農試が協力して実施した中間報告である。
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1. 経営規模

表 3. 経営規模

区 分
経営地 乳牛頭数(頭) 成換 1頭 牧 草 組童牛1頭 経営収支(千円)

面積~φ 成牛 育成牛 言十 当り面積(!φ 収量(kg) 当り手L蛮kg)粗収入 農業所得

計画当時紬扮 40.0 1 1.6 9.5 21.1 0.8 2，000 1，79 3 956 

新酪計画 50.0 50.0 18.0 68.0 0.85 4，500 4，600 17，644 4，155 

地域の現況 42.1 28.0 14.5 42.5 0.7 3，400 4，653 4，926 

2. 施設

表 4. 施設

区分 牛舎 サイロ 搾 乳 乾草舎 糞尿1留 刈取 反転諜草 細断 梱包 運搬

言十画当時
フリース バンカ ミルキン

丸太建
コンク へイ テッダ フオレーシ ヘイ フォーレー

トーノレ サイロi グバーラ リート モーア レーキ ノLーベスタ へーフ ジワゴン

現 況 対尻式
気密 ノぐイプ

な し
スラリー

皇ッ易シ事ヤ
テツタ 自走式 フオレー

サイロ ライン ストア レーキ ハーベスタ ジワゴン

3. 牧草生産

(1) 肥培管理

ア、土壌調査結果

表 5. 土壌調査結果

年 次 PH(KC.eう ~q(♂砂í009) 宅P(mg/t009)M90(n針。09) CaO(!ll針。09)

昭和 50年 5.5，5 2.3 2 8.7 1 1 2.1 5 1 94.77 

昭和 51年 5.75 3.8 1 

昭和 52年 5.50 4.94 7.94 7.08 1 1 4.3 0 
L_一一一

イ、施肥量

表 6. 施肥量 ( kg/ 1 0α) 

年
施 日E 」主三主L主 要 素 主E亘ヨ

次
早 春 追 g~ N P205 K2 0 M90 

昭和 50年
1 7 1 

40 
456 

20 7.2 7.8 1 3.6 2.2 

昭和 51年
1 7 1 

40 
456 

20 7.2 7.8 1 3.6 2.2 

昭和 52年
122 

40 
456 

20 6.8 9.0 1 3.2 3.0 

注) 1. 造成時、土改材 炭カノレ 300旬、ょうりん 80kg 

2. スラリー 1.1トン

ク、スラリー成分

Na20 

1 9.3 6 0.06 

A
吐
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区

，2) 牧草生産量

表 8 牧草生産量

生 草

年 次 1 番

月日 収 主Eヨ邑 月日

鑑昭成和 52年0年目) 7. 2 2，1 8 5 9.17 

鑑昭成和 53年1年目) 6.25 2，600 9. 1 

結昭成和 45年2年目) 6.24 2，280 '9. 1 

(3) 草種構成

表 9 草種構成の推移

年 次 T i 

播種量ホ必 1.3 
昭和 49年

播種比率 (4 0.6) 

昭(和 50年〉
2年目 21 番番 草草

昭(和3年5目1年) 2 番草

昭(和4年5目2年) 1 番草

4. 作業労働時間(昭 51. ) 
(1) ほ場作業時間

表 10 ほ場作業時間

49.7 
22.1 

1 9.7 

6 1.4 

草地管理作業

別

収 主E豆ヨ

2 番

収 主EEヨL 

2，236 

1，800 

1，880 

o r 

0.5 

(1 5.6) 

4.7 
6.1 

6.1 

5.4 

( kg/ 1 0α 〉

風乾収量 マメ科率%

言十 1番 2番 言十 1番 2番

4，421 396 3 6 1 757 32.9 60.0 

4，40 !) 4 1 6 3 3 1 747 2 9.1 64.4 

4，1 60 389 308 697 2 5.9 5 0.8 

(%) 

Mf  Rc L c 雑草 言十

0.5 0.5 0.4 3.2 

( 1 5.の (1 5.6) (1 2.5) (1 00) 

1 2.7 1 1.8 2 1.1 1 00 
1 1. 8 3 3.8 26.1 1 00 

8.8 34.6 29.8 1.1 1 00 

6.2 8.1 1 7.8 1.2 1 0 0 

一一

(各 4戸平均、時)

飼料収穫調製作業

サイレ『ジ霊長製 乾草調製 合計肥料散布 スラリー散布
その他 小言十 小計

日数 時間 延人員 日数 時間 延人員 日数 時間 日数 時間

第1矛|開組合 4.5 40.5 9.8 14.7 5 86.4 14.75 103.0 230 4 1 369 30 270 639 869.0 

第2利用組合 6.0 42.0 1 2.0 16.75 88.5 1 6.7 5 1 07.5 238 42 378 32 288 666 904.0 

注) サイレージ調製日数 1番刈 6/24~7/21 日数第 1 1番 20日 2番 21日

5. 草地の維持管理

(1 )追肥

2番刈 9/1 3 ~1 0/1 4 第 2 1 9日 23日

早春の追肥は 5月 8日より開始され、 1戸平均 40 ILαを対象V亡、高度化成 17 1号をμ 当り 400

kg施用され、施用日数は平均 2.8日で所要延時間は 30.37hrとなるO

1番刈後の追肥は、高度化成 456号仇当り 200kg施用された。
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散布K要した日数は 4.5日---6日で、その 61%---50%が早春の施用日数となっている。

1日当りの散布面積は第 1利用組合 17. 2-s.，α、第 2利用組合 13. 6仇となり、 1日当り稼働時

間は第 1は 9.0hr、第 2は 7.0 hrとなり、平均すると 7.8 6時間となった。

(2) スラリー散布

スラリー散布は、春散布時までには貯溜しきれない傾向となり 3月VL300台、実稼働時間 11 2 

時間を要した。

年間の稼働時間は第 1利用組合 346時間、第 2利用組合 354時間となり 1日の稼働は、 5.86 

時間(5. 26時間)となり、実稼働人員は各 1名で行われた。

なお、本地区には当初 4，50 0 .eのスプレッダが導入されたが、ほ場条件忙よって、特K早春

( 5月中匂〉散布ではほ場を傷める割合が多く、その後 3.000.e級のものを 1部借用しながら散

布を行なった。

ほ場 1仇当りの散布量は延 636.3'6μK対し、散布総量 7.121tとなり、約 11.2 tと推定され

るo

6. 飼料収穫調製作業

本地区の主体飼料であるへイレージ調製は、第 1矛l朋組合 6月 24日より、第 2利用組合は 6

月 25日より刈取りが開始され、 1番草調製期間はそれぞれ、 29日間、 2 5日間となり実調製

日数は、第 1、 2 0日、第 2、 1 9日で調製された。

2番草については、第 1、 9月 14日より 26日間、第 2は 9月 12日より 35日間内での調

製で、実稼働日数は第 1、 2 1日、第 2は 23日となり(このうち乾草調製日が第 1が 1番草期

で 2日、第 2が 2番草期で 2日含む)、全期間をとおして実稼働 4 1 --4 2日で、延 342.21仇

の調製が実施された。

なお本年は採草面積不足をカバーするため、 1戸当り 1O-s.，αの採草地借用Kより乾草調製を実

施、ベーラをリースし梱包を行なった。この作業は 8戸共同で実施され、 8月 1日より 9月 7日

までの 38日間のうち実稼働日数 28日間で 80 仇の乾草調製が行われたO

稼働時聞は、この期司中朝 9時より午後 7時までの作業時間として申し合せ(実時間 9時間)

の上稼働されたO

7.作業能率

(1) スラリー散布能率調査(昭 51 ) 

ア、スラリー DM 7.7% 

イ、散布能率 1 0α 当り 744、 1，382、 2，326.e
ワ、スラリーポンプ汲上げ所要時間 1 --2分

工、スラリースプレッダ

表 11 スラリースプレッダ

散布時間

1台当咲か)

1 0--20 
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オ、スラリー月別散布時間

表 12 スラリー月別散布時間

区別

第1利用組合

第2矛l朋組合

(2) 飼料収穫調製作業能率調査

表 13 自走式モーアララッシヤ作業能率調査(昭 50) 

346 

354 

ほ場 収量調 査 作業 作業巾 刈取り高さ (cm) ほ場当り 作業能率
区別

面存剃 速度(砂急) (m) 所要時間生車灰量マメ科率 横 縦 4svhr h乙ペ露α

1番草 2.1 3 2，0 55kg 46.3% 2.06 3.0 1 5.08 12.9 1 : 1 7 1.71 0.60 

2番草 3.62 1，561 64.8 2.42 3.04 16.73 14.9 1 : 5 4 2.04 2.09 

表 14 自走式フオレ ジハーベスタ作業能率調査

区別
ほ場 作業巾 作業 理論毎 稼働率 毎時行程 ほ場当り 作業能率 詰込み

面穆剃 (m) 速度(掬 時行程 (移動含む〉 (移動含む) 作業時間 A外lrI h!Aα 時水分

1番草 2.1 3 2.8"5 1.88 1. 9 0 84α 48.7 % 0.9 14α 2: 23 0.91 1.1 1 44.4% 

2番草 3.1 8 4.5 3 2.08 3.095 55.1 1.72 2 : 1 1 1.73 0.64 58.25 
一一一

8. 家畜飼養管理時間

( 1) 畜舎タイプ汚Ij家畜飼養時間

表 15 畜舎タイプ別家畜飼養管理時間 ( 1日当り、分)

単 放 牧 期 移 行 期 4E詮I 飼 期
区 別

位 対頭式 対尻式 フリー 対頭式 対尻式 フリー 対頭式 対尻式 フ1)一

イ乍 業 人 貝 人 3 3 2 1.5 3 2 2 2.5 3 

搾乳牛頭 数 頭 50 38 37 50 42 43.5 46.5 3 9 57 

育成牛〈内晴乳〉頭数 11 1 9(7) 1 4 (6) 3 6( 4) 1 6(3) 25(7) 4 0(8) 1 9(3) 1 5(5) 3 i(2 1) 

搾乳牛の出し入れ 分 67 15 1 4 4 1 1 5 69 18 

飼 料 給 与 11 56 65 49 97 7 2 1 01 11 0 1 0 0 147 

搾 手L 11 326 455 3 1 2 271 295 226 273 265 296 

清 掃 11 124 45 64 1 68 85 43 1 5 2 1 0 5 1 06 

その他の 作業 !I 5 5 60 1 0 42 45 54 23 7 5 9 

全作業所要時間 1/ 628 640 449 6 19 5 1 2 493 558 545 576 

全 作業時間 11 280 333 303 485 405 440 34 1 33 5 246 

所要時品切久員 !I 209.3 213.3 224.5 4 1 2.7 170.7 246.5 279.0 21 8.0 1 92.0 
効

所要時間/成頭数換 1/ 10.8 14.0 8.3 1 0.8 9.64 8.0 1 0.1 1 2.0 8.1 
率
摘し時間/~携し牛 11 6.52 1 1.9 7 8.43 5.42 7.02 5.1 9 5.87 6.79 5.1 9 

成 換 頭 数 頭 58.1 45.8 54.2 57.4 5 3.1 61.9 5 5.4 45.5 7 1. 3 

円
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表 16 畜舎タイプ別実績家畜管理時間

放 牧 期 移 行 期 舎 飼 期 年間

区 BU 1日当
随サ稽日恰加%す

全期間 1日当問。 全期間 1日当 延時時制 全期間 総時間

り紛う (hr) りaう (hr) りゅ7する害恰% (hr) (hr) 

実時間 280 

lづク 552.7 485 ヒエ 299.0 341 

じ
1227.6 2079.3 

対
延時間 628 1172.3 619 381.7 558 2008.8 3562.8 

頭
搾 手L 326 51.9 608.5 271 43.8 167.1 273 48.9 982.8 1758.4 

式 主

要
飼料給与 56 8.9 104.5 97 15.7 59.8 110 19.7 396.0 560.3 

作 清 掃 124 19.7 231.5 168 27.1 103.6 152 27.2 547.2 882.3 

業
その他 122 19.4 227.7 83 13.4 51.2 23 4.1 82.8 351.7 

実時間 333 ヒ三 643.8 405 

レ /// 
236.3 3己5レン/1194.8 2074.9 

延時間 640 1237.3 512 298.7 545 しィイ 1943.8 3479.8 
対

搾 手L 455 71.1 879.7 295 57.6 172.1 265 48.6 945.2 1997.0 
尻 主

要
飼料給与 65 10.2 125.7 72 14.1 42.0 100 18.3 356.7 524.4 

式
作 清 掃 45 7.0 87.0 85 16.6 49.6 105 19.3 374.5 511.1 

業
その他 75 11.7 145.0 60 11.7 35.0 75 13.7 267.5 447.5 

実時間 303 ヒ三 661.6 4.10 レ/190.7 246 レ---- 852.8 1 705.1 

延時間 449 980.3 493 レぞプ 213.6 576 レ-----1996.8 3190.7 
フ

搾 手L 312 71.5 681.2 226 45.8 97.9 296 51.4 1026.1 1805.2 

主

要
飼料給与 49 10.9 107.0 101 20.5 43.8 147 25.5 509.6 660.4 

イ乍 清 掃 64 14.3 139.7 43 8.7 18.6 106 18.4 367.5 525.8 

業
その他 24 5.3 52.4 123 24.9 53.3 27 4.7 93.6 199.3 

一一
注) 1 期別日数

区 Jjlj 放牧期 移行期 舎飼期

対頭式ストーノレパン 1 1 2 37 2 1 6 

対尻式スト-)レパン 1 1 6 35 214 

フリーストーノレパン 1 3 1 26 208 

2. 対尻式ストーノレパン農家の作業人員より実習生(短期)の稼働時間を除外して算出

し7こO

(2) 家畜飼養管理時間調査結果

朝、夕の管理時間のうち 50 %以上が搾乳時間となり、放牧期K於ては他の作業時聞が少ない

ので、その比率が大きくなっているO

作業中の傾向として、稼働人員の多い時には作業の分業化忙よって進められているO

実態調査の時聞を基礎に、年間Kおける管理作業時間を積算してみると、対頭式み562時間、

対尻式 4，463時間、フリーストーノレ3，190時間の延時間となったが、対尻式が対頭式より 25%

多いのは、放牧期の調査時K検定が実施されており平常の倍近くの時聞を要したのと、短期実習
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生による補助作業が多くなったためで、(表 15、 16)は実習生の作業人員を除いで試算して

みた。その結果対尻式は 3，480時間と対頭式よりむしろ少なくなっているO

実時間で、は対頭式 2，079時聞に対し、対尻式 99.8%にあたる 2ρ74時間、フリーストーノレで

は 89.5%の 1，075時間の積算となったが作業内容の質的なものに影響されているものと思考さ

れるO

なお年間総延時聞を従事延時間で除してみると、 1日1人当り対頭式では 4.3時間、対尻式で

は 3.6時間、フリーストーノレでは 3.4時間となった。

9. 施設装置などの利用調査
~一一

表 17 タイプ別装置の稼働時間 ( 4戸平均、時間)

機種別| パイフライボノレカ 17シ叫フィーダ|パ一之協ぃ|スラリーポンフ

区分 ~I 年間 11酷り 11贈り|年間 11 酷り|年間 11 日当り|年間 11 日当り
0.071247.251 1.071417.751 1.14 1 37.5 1 0.59 

スト-}]//ミーン、タイプ 11083.3 0.08 1 3 3 0.7 5 1 1.34 1 1 7 1.8 0.3 5 1 5 8.5 1 0.9 1 

注) ミノレカ稼働の 1頭当りは 1日1頭当り

( 1) タイプ別装置の稼働時間調査結果

ミノレカ忙ついては、搾乳頭数の多少と搾乳前後の管理のしかたにより異なるが、フリーストー

ノレタイプ。では年間平均 966.8時間、ストーノレバーンタイプではじ083.3時間となり、ミノレキング

ノごーラ方式ではカワシェド方式の 89.2%の稼働となっている。

給飼関係では、原料草の詰込時点の状態、(水分、切断長、均等詰込)!tCよって稼働時間K差が

あるO

糞尿処理関係では、フリーストーノレタイプのパーンスクレパがストーノレパン忙比較して稼働時

間が 2.4倍Kなっているが、舎飼期Kおける稼働回数が(1日当り 3----4回〉多いためであるO

スラリーポンプKついては機種間の差はなく、循環時間の多少Kよるものと思われるO

(2) 気密サイロ、アンローダの性能調査

表 18 アンローダの取出し量(昭 50 ) 

毎分取出し量 水分
調査例数

(%) 調査月日 高速回転 Q<g)

7 官。 1 1月17----18日 32.68 (11幻 ----64.66) 5 3.2 4 

6 例 1 2月24日 35.88 (20.20----60.03) 5 2.6 4 

(1) 調査結果

全体の取り出し量は、第 1回毎分 32.68kg (毎時 1，961kg)、第 2回毎分 35.88kg (毎時

2，1 52 kg )平均となるが、調査例数が少ないので継続調査をする。

調査時点ではサイレージの凍結は見られず毎分取り出し量は水分が多くなるにしたがって少な

くなる傾向があるO
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取り出し能力は貯蔵されたサイレージ原料草の切断長、水分、ブリッジの状態忙よって差があるO

1 O. サイレージの原料草及びサイレージ品質

表 19 サイレージ原料草とサイレージ品質 (%) 

年 番 原 料 草 サ イ レ 宇ノ

度 草 採取 水分 D M 中 採取 D M 中

月日
PH 水分

月U Jjlj 粗蛋白質 粗センイ DCP TDN 月日 粗蛋白質 粗センイ DCP TDN 

1 7.下 8.8 11.8 30.1 7.7 60.89 11.17 4.94 53.4 122 31.6 8.0 59.39 

昭50 12.24 4.67 54.0 12.4 30.8 8.2 60.40 

2 10上 10.8 18.0 26.0 12.8 62.92 51.10.4 60.0 17.7 26.5 13.2 62.27 

1 7上 56.5 12.7 29.2 8.4 62.24 11.25 61.4 16.0 28.4 11.6 64.35 
昭51

2 10上 58.2 16.8 27.6 12.4 60.20 52.3---5 4.49 59.3 15.1 28.9 9.8 57.48 

注) 1. 昭和 50年度原料草の水分は普及所Kて乾燥後分析したものO

2. 2番牧草サイレージの分析は次年度サンフ。ル採-取したものである。

3 原料草とサイレージのサンフツレは別で、ある O

(1) 調査結果

昭和 50年度サイレ ジ成分は、造成 2年目で刈取り時期が通い作などで 1番草は遅れ、養分

含量は低かったが、 2番草は良好であった。

昭和 5 1年度は天候Kも恵まれ良質サイレージが確保された。

1 1. 生産手L量

表 20 1戸当りの生産乳量

総 乳量 搾乳牛 1頭当り |経産牛 1頭当り |乳飼比台、育成牛う
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4.773 

(3994---5551) 

18.9 % 

( 15.9---22.4 ) 

( 1) 生産乳量について

本年は前年比 135%と順調な伸びをみせ、技術対応が早く経産牛 1頭当り乳量忙ついても農家

聞に差はあるが、第 1年度としては良い結果となったが、今後更に個体管理、群管理技術と年次

的な資質改良を実施することにより更に向上をはかるべきである。

飼科については、サイレージ(ベイレージ)品質が良好であるのと、乾物貯蔵量が高いのが好

結果となって表れており また濃厚飼料忙ついても 1頭年平均で 918 kgと基準K近し激値を示し

ているが、 2戸だけが少ない数値となっているがより高い生産量をあげる Kは基準値K近いもの

が必要と考えられるO 成牛群の充実のためk更新淘汰が行れ頭数増加が急速のため死廃用率が高

い傾向Kある。(表 21)
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1 2. 管理技術に関する分析

表 21 管理技術K関する分析

飼 料

1 3. 経営の成果について

表 22 経営収支

農
農業収入

経営費

2 1，1 78 14，015 
昭 51 

(lq2364.03~ 49 〈11，1761.437~5 

(1) 経営成果忙ついて

業 支

支払利息

695 

(294---
1，441) 

管

出

費用合計

14，710 

(121，4193 7~ 

(8戸平均)

産乳性

t 
84 

( 8戸平均、千円)

農業所得 農業所得率

6，468 33.7% 

(4，627--
11，047) 

( 28.3---

収入については、おおむね 20，000千円K達し、農業所得は現況としては十分であろうが、近

い将来の償還時には更K高い所得が要求されるであろうし、生産性の向上への技術と経営能力、

経営成果の検討(簿記の記帳〉などの諸条件の確立をはかり、償還開始時までの資本蓄積を十分

忙行ない、生産基盤充実をはかるべきであろう。

-31ー



新酪事業・香川地区経営概況(昭和 51年度)

ー

ω
N
|

~日-___ 、、--J;士e主主一iヌ介ι、不!lj主j月:5
1
J ~~ D E F 集団合計 A B G H 集団合計

第 I 利 用 組 合 (平 均〕 第 2 利 用 組 合 (平 J今)

人家 族 人 !-4. 4 6 7 5 22( 5.5人〕 6 5 4 3 1 H (-1.5人)

.~吐 稼働人民 (，刀働能力〕 3(2.30 ) 4 (2.80) 2 ( 1.8 ) 3 (2.5) 12( 2.35) 3 (2.30) 2( 1.8) 2 (1.8) 2( 1.8) 日(1.9 ) 

E主尊 J也(仇) 53.00 52.8 0 53.00 53.01) 21 1.8 O( 52.95) 53.00 52.8日 53.00 5 :l.OO 211.88(52日7)

は白 l没 地 (lα) 1.50 1.50 1.50 1.50 6.00( 1.50) 1.50 1.50 1.50 1.50 6.0 t) ( 1.50) 
用

I也(lα) 33.21( 8.30) 。79 6.:l4 18.18 7.90 38.86 5.26 12.35 22.8 1 79.28 (19.82) 

地 合 計(且a) 55.29 60.64 72.68 62.40 251.01(62.75) 93.36 59.64 66.85 77.31 297.16 (74.29) 

牧1以註~: 
1 喬 f与(kg) 2，620 3，267 2，530 2，680 2，774 2.7 30 2，450 2，400 2，525 2，526 

2 番 li-(kg) 1.977 2，095 1，547 1.730 1.837 1.615 1，823 1，637 1.975 1.7 62 

合 jl (kg) 4，597 5，362 4，077 4，310 4，586 4，345 4，273 4，037 4，500 4，288 

l，I'l 式 フリーストーノレ フリ ストーノレ 対i賓犬ストーノレ 対尻式ストーノレ ----対頭式スト ル フリーストーノレ フリ ストーノレ 対頭式スト ノレ
-ー一戸ー一ーー__...一一一

規 模 (m') 735.26 735.26 619.17 679.47 2，769，16 (692.29) 618.14 735.26 735.26 6，10.02 2，728.6 8( 682.17) 

搾乳方式
ミノレキングパーフー ミノレキングパーフー カワシェート型 カウシェードl.I'i

/二二/三フ/7 ア

カクシェード型 ミノレキングパーラー ミノレキングパーラ カクシェード型

//二/フ//寸ぺ| 

施 4頭復列 4頭復列 ベイプライン パ4プライン パイプライン 4頭復列 4蹟復列 パイプライン

r& 
市合

ステライ卜 アノレフアラパjレ オリオン アノレフアラノミノレ ステライト メロットサージ オリオン
ノレカー名柄

アノレフアラパノレ

t.l!. 
4ユニット 4ユニット 4ユエット 4ユ=ット 4ユニット 4ユニット 4ユニット 4ユニット

ハーベストアHH ハーベストアHH ノ、ーベストアHH ハーベストアHH コ ノレマンFB コ ノレマンFB ノ、ーベストアHH シンプレックス
模 気骨J型式

25/65 25/65 25/65 25/65 24/67 24/67 25/65 VFB 24/68 

. サイロ 規 模(rri') 844 844 844 844 3，376. (844 ) 842 842 844 842 3，370 (842.5) 

施 型 式
センタードフイブ センタードフイブ センタードライフ. センFードフイプ

~ 
スイープシャトノレ スイ プシャトノレ セY:fZードフイプ グオリームベルト

三/三/二=/ 
給飼 プィタ.ー フイダー フィーダー フイータ.ー フイータ.ー フイータ. フイタ.ー フィーダー

員':11又a 

装置 規模 (m) 34.1 34.1 34.1 75 64.8 34.8 34.1 ，17.28 
内 処理型式 パーンスクレバー パーンスクレパ パンクリナー パ ンクリーナー 自然流下 ノミ-yスタレバー パ晶ーンスクレノζ ← パーンクリーナー

機
主見 模 (m) 112 112 113 113 450 (112.5) 115 112 113 HO  . (113.3) 

糞尿処 ヤンマースラリー ハワードスフリー ガスコイン ガスコインスフリー

~ 
ゴーノレドレイン コ--;ノレドレイン ハワードスフリー 日本リツ 7'7ラリー

~ 械 理装置 貯溜槽型式
ストア ストア スラリーストア ストア スラリーストア スラリーストア ストア ストア

規 模 (mろ 510 532.6 555.4 555.4 2.1 53.4 (538.35) 520 520 532.6 509 2，081.6 (520.4) 

農 具 康 (m') 106.94 106.94 106.94 106.94 427.76(106.94) 106.94 106.94 106.94 106.94 427.7 6( 106.94) 

D 型ハウス (m') 198 198 198 198 198 1日8 198 198 198 198 

経 産 牛 39 44 50 36 169 (42.25) 39 33 31 34 137 (34.25) 

内搾乳牛 33 34 38 32 137 (35.67) 23 20 26 29 98 (24.5) 

手L
5l.J月 若 牛 33 33 9 14 89 (22.25) 32 25 25 20 102 (25.5) 

子 牛 4 10 11 12 37 ( 9.25) 7 5 5 16 33 ( 8.25) 

牛
言十 76 87 70 62 295 (73.75) 78 63 61 70 272 (68 ) 

経 産 牛 46 57 54 46 203 (50万) 49 41 51 42 183 (45.75) 

飼
内搾乳牛 38 57 46 41 182 (45.5) 44 37 51 32 164 (41 ) 

51.12河 若 牛 26 17 7 10 60 (15 ) 26 12 18 21 77 (19.25) 

養

子 言十 牛
i 7 26 15 12 70 (17.5) 16 15 16 15 62 (15.5) 

ト一一一 89 100 76 68 333 (83.25) 91 68 85 78 322 (月0.5) 
頭

経 産 牛 <12.7 46.1 52.8 10 181.6 ( 45.4 ) 48 38.3 41.4 39.5 167. 2( 41.8 ) 

内搾乳牛 36.7 39 ~ 2.8 3 :1. 9 152.4 ( 3日I) 40.8 33.1 32.9 31.7 1 38. 5 ( 34.6 ) 

数
年平均 若 牛 29.9 29.5 8.8 1 1. 7 79.9 ( 19.9 ) 27.5 16.4 23.6 14.1 81. 6( 20.4 ) 

子 牛 9.4 19 11.7 13. 7 53.8 ( 13.45) 12.6 12.9 11.3 20.8 57. 6 ( 14.4 ) 

計 82 94.6 73.3 65. .1 3 1 5.3 ( 78.8 ) 88.1 77.6 76.3 
」

74.4 3 I 6. 4 ( 79.1 ) 



シンポジウム討論要旨

昭和 52年度シンポジワムは「新酪農村忙ついて」のテーマで、 1 2月 13日ω0午後 1時から、

株式会社ムトワ大会議室(札幌市北区北 11西 4)において開催された。遠藤清司氏(酪農総合研究

所)を座長として、進藤重信氏(農用地開発公団、営農施設と農機具〉、金川直人氏(道立根釧農業

試験場、経営状況忙ついて)の話題提供ならびに参加者による討論が行われた。

話題提供の内容は、本誌K掲載されているが、以下の要旨は当日の討論からとりまとめたものであ

る。

座長: r新酪」忙計画段階から参画していますが、ミネソタ大学のDr.Ba t e s、ASPACのDr.

Ar row等のいろいろな批判を新酪は受けています。特忙既存農家は羨望と同時忙批判の目で見てお

り、更K世界でこのような制度でやっている所があるのかという疑問もあります。この制度では土地

代、牛体代を除き、旧債が無いものと判断して草地造成の補助金が 92%、機械施設費の補助金が75

%です。大体 1億 3千万円が農家の負担金を除いた事業費です。農家の負担金は 3，500万円で、財投

資金を使うので利子が高く 7%です。最初の入植農家 8戸で試算すると、まだ据え置き期間中ですが、

元利償還で 355万円です。私はこれは大したととはない、いやむしろ非常(rC¥，九、と J思っております。

それでは討論K入ります。

質問: 乳飼比はどれ位でしょうか。

進藤: 現在の所調べていないが、濃厚飼料で約 3kgだと思います。

質問: 飼養管理の労働時聞は、搾乳のみの計算でしょうかo また経産牛の乳量忙非常K幅があるが、

どこ K原因があるのでしょうか。

金川: 先ず、全て労働時間K含まれます。それから、乳牛の質の差、飼養管理の細かL、配慮の差、

濃厚飼料の給与量の差によるものと思われます。

質問: 287戸の既存農家の問題解決のため、地域全農家を対象とした新酪計画となったと聞いてい

ますが、入植者以外の残りの農家の現状はどんなものでしょうか。

金川: 現況は、 42μ/戸、 42.5頭/戸になっています。(本誌金川氏の項、表 3参照〉

進藤: 交換分合して、移転する農家の施設を作っています。また 30頭を 50頭K規模拡大したい

農家K対し、増築、気密サイロの新設を農林省と接渉中です。

質問:草地の生産性ですが、 4.5t / 1 0α の目標は 9年間で実際達成できるのでしょうか。昭和52

年でもう下がっているようですが。

金川:9年間利用での 4.5 tは大変だろうと思います。当初泊 4t /1  0α が妥当だと考えていまし
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たが、現在 4.5t以上の計画が主流だし、努力忙よって確保しているようで、すO 少ない面積では、施

肥量アップKよって可能とするデータもありますが、長期間利用では確かK大変と思います。しかし

粗飼料の確保量は余裕のある飼料計画になっています。

質問: 施設の件ですが、南北軸、東西軸のどちらを考えたのでしょうか。北側窓をはめこみ(コン

パネ)等忙し、東西軸の方が良いのではないかと思いますが。真空サイロはボトムアンローダのよう

ですが、パドックで青刈り給与にすれば、トップアンローダの方が安くて良いのではないでしょうか。

パドック、屋根の水処理の件ですが、漉汁が側溝忙入っていますが、公害問題を考えると、涯汁溜め

Kためて処理する方が良いのではないかと思いますが。

進藤: 北側窓無しの考え方がありますが、当該地帯の冬の光線を十分利用するため、南北軸で午前

午後に牛舎内K陽が入るのが一番望ましいと思います。ただ、東西軸の場合、南北の窓数K差をつけ

て結氷を避けることはできます。アンローダは経費的忙はトップの方がずば抜けて安く、ボトムは細

断をシビア忙しなくてはならない等の欠点がありますが、ボトムは詰込時だけ上K登ればよく、トッ

プは作業時Kは常に上に登らねばならないし、 トラフソレ時などの作業の危険性が大きいと思、います。

パドックを十分活用するため、昭和 51年から牛舎から 3m離して設置しています。昭和 50年は穆

透析を一つ設ー置し、パドック汚水を沈殿させ、パーラーの汚水も入るようにして、上澄液だけを流す

ように設計しました。しかしうまく L、かず、もう一個低位忙設置する必要があると思いますO 涯汁を

全て穆〉透させるととは不可能なので.第 2溜析が満杯忙なったらスラリースプレッダで散布するより

仕方がないのではないかと思います。

座長: トップ、ボトムのアンローダ、気密サイロについて他の御意見はありませんか。施設I{C7 5 

%、草地造成1{C92%の補助が出ているので賛成するが、全額を融資、自己資金でやるとしたら意見

は違ってくると思いますがどうでしょうか。

質問: 気密サイロ使用上の問題ですが、切断長の件や、水分 5 0 %のもののみでも詰め込むことは

可能ですか。

金川: 水分 5 0%まで落すのは、かなり厳しいですし、水分 6 5 %以下なら許容できます。切断長

と水分の関連で、長くなった場合トラブソレが出てくるようで、すO

土屋: ハーベスタの切断刃は、 1 ~ 2日の作業で丸くなるが、研磨や受け刃との間I擦の調整で一定

の切断長が期待できます。水分は、 50%は現実的Kは難しL、。アンローダの能率から見ても、 65 

%以下忙は出来るだけ調整する必要があると思います。

金川: 実際の調査では、 10皿以下が 11 %で、大半が 11 ~ 3 0皿で、すO 指導はしていますが実

際の現場としては難しいようです。
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質問: フリーストーノレが漸減してきているが、牛舎様式別の乳生産性の傾向と死廃用率との関係は

どうでしょうか。

進藤: 生産的Kつかむのはまだ早いと思いますし、牛の質が入殖農家Kより異なっています。根室

地区の酪農家は今まで頭数増を目ざし、新酪忙入って 50頭となり、これから牛の改良へ進むという

ところです。

金川: フリーストーノレでは、当初個体乳量の低下があるのではないかと心配しましたが、低下はあ

りませんo 牛舎の両型式Kよる差はほとんどなく、むしろ乳牛の質の問題と思います。

居表: 死廃用牛が 12 %と高いようですが。

土屋: 一部骨折もわずか忙見られましたが、老令牛、乳房炎牛の淘汰、更新による廃用が多いです。

牛舎タイプ別では、フリーストーノレが若ー干多いようですが、これはフリーストーノレ忙合わない牛を事

故でなく廃用Kしたためで、す。

質問: 搾乳用ではフリーストーノレは漸減と解釈して良いのでしょうかo スタンチョンでは若牝.乾

澗牛の場合でも係飼するのでしょうか。

進藤: フリ ストーノレ、スタンチョンの様子をみて、フリーストーノレで、は牛が清潔で、ないこともあ

って減少していったようです。しかしいずれ 7 0頭も飼いたL、と希望する人はフリーストーノレK執着

していますO 晴育はペン飼であり、当初育成もベン飼でした。最近は慣らすためK、育成牛舎忙スタ

ンチョン 10カ所を設けて、乾潤牛、未経産牛も繋いでいます。

質問: 放牧牛の乾草給与が 2kgと少ないが、無脂固形分の低下はありませんか。また、高タンパク

低カロリー飼料から来る糞の固さ、牛体の汚れはありませんか。

伊藤鉄: 脂肪率、無脂固型率は道央に比べ、根釧は低い傾向Kあります。乾草給与では十勝で 4~5

kgであり、根~1Iでは全く給与していない農家がかなりあり、おそらく半分以上あると思います。また

放牧中後期忙乾草食い込みがかなり増え、 8月以降Kは乾草が不足するだろうと思います。飼養標準

K比べ、冬で 140~150 、夏は倍のタンパク増給がみられます。牧草主体の飼養体系ではタンパク

が多くなっても、とりあえずTDN摂取量を増やす方向で考えています。糞の件ですが、キ賜11の牛は

夏冬通し非常Kやわらかし、ょうです。

進藤: 牛の汚れは、一般忙フリーストーノレでひどいようですが、牛床の長さ、牛体の大きさにも関

連しているようです。根釧では大型牛指向が強いようです。 D型ストーノレ(対尻式)ではカワトレー

ナを使い、牛舎はきれい忙なっています。

三浦: 集団化すると、年々牛舎の汚れ、施設の老朽化で、 トラブル、病気の出方が問題となってき

ます。どうか長期の追跡調査をするよう K望みます。
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質問: 入殖者の卒直なフィーリングをお聞かせ願いたいと思います。

進藤: 先に向って明るい見通しを持っており、新しい入殖者も先輩の施設、成績をみて心配してお

りませんO 今までの管理だと、 6，00 0 k9搾れる牛も 4，000k9で‘止まっていたのが個体能力はまだまだ

開発していけるのではないかと思うし、現在も 1頭当り乳量は上がっています。

金川: 入殖者は協力してやって行こうと Lづ気風が強L、ょうです。

座長. 35 5万円年賦償還は、最初の入殖者であり、その後資材の値上り等で 500万..__600万円償

還の農家も出てきています。しかし入殖者の意気は盛んで、入殖者が優秀であったこともあって、計

画を上まわって乳量がでています。これは「新酪」計画が始めてです。新酪の前途は明るいものと思

います。それではこの辺で討論を打ち切りたいと思います。

どうもありがとうございました。(拍手〉
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第 22回大会に参加して

酪農学園大学 川上克巳

昭和 52年度の家畜管理研究会現地研究会が 9月 12日、 1 3日の両自にわたり、日本の酪農郷を

目指す根室の地で開かれた。

研究会の日程は、 9月 12日5時より弟子屈温泉大鵬荘で総会、懇親会を行い、宿泊して 13日は

根室の新酪農村を見学する予定である。

1 2日は昨日の大雨、台風接近のニュースも完全K外れ、例年の如く好天に恵まれ、良い研究会K

なることを暗示しているようであった。カレンダーを見ると 12日が大安、 13日が友引となって

おり、すばらしい日を選んでくれた幹事諸氏K感謝する次第であるO

私共札幌方面の参会者は釧路を経由するか、網走を経由するかにより汽車のコースが途中から全く

違う訳であるが、いずれ忙しても早朝札幌を出発し、夕方弟子屈K到着することになり、時間的には

大きな差がないようである。

私は札幌 7時 5分発の急行狩勝 2号忙乗った。列車は滝川を過ぎると空席が目立ち、ゆっくり足を

伸ばし外の景色を眺めながら釧路まで来た。国鉄が赤字のせし、かシートの傷みがひどく、乗心地は最

iJfであった。

釧路で到11網線K乗換え、弟子屈忙到着したのは夕方の 4時頃であった。この列車からは私の他Kた

くさんの会員諸氏が降り、駅前のパス忙すぐ乗込んで大鵬荘VL4時半頃到着した。大鵬荘ではすでK

幹事諸氏が参会者の部屋割K忙がしく働いていた。

7時から総会が始まり、広瀬会長から今回の新酪農村現地研究会の目的忙ついて次のようなお話し

があった。

新酪農村建設計画は第 3期北海道総合開発計画K於ける農業部門の目玉として着工されたもので、

入植後 3年目を経過しようとしている時期K色々な問題点も生じてきている。

今回の見学会を通じ十分見聞し批判してほしいと L、う内容であった。

広瀬会長の挨拶の後、小竹森、伊藤、松田各幹事の御苦労Kより総会は予定通り終了し、その後懇

親会が持たれ会員相互の良き親睦の会となった。

翌日の 13日は、早朝薄い雲忙おおわれていたが、出発の時間が近くなるとだんだん晴れて良き現

地研究会忙なりそうであった。

昨日の懇親会のアノレコーノレが多少残っている人もいるようであったが、皆さん張り切ってそれぞれ

の車虻乗り込んだ。

貨切パス 1台と数台の自家用車で大鵬荘を予定通り 8時 30分忙出発した。

我々はノミスガイドめ声を耳忙しながら、標高 85 3 mの摩周岳を左側K眺めながら、国道 243号

線を上春別へ向けて東へ進む。

弟子屈の街を出るまでパスガイドが弟子屈とLづ町名の意味を説明してくれた。
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ガイド嬢Kよると、弟子屈とは岩盤の多い所と L、う意味だそうで、初めて意味を知ったのは私だけ

ではないと思う。

又ガイド嬢から、根釧平野は約 5 3万μで、道東のほぼ 2分の 1を占めているという話しを聞き、

広大さにすっかり驚かされた。

弟子屈の街を外れると空はすっかり雲が消え、すばらしい快晴となった。

我々の乗ったパスは広々とした波状の草原を、両側をカラマツ林K固まれた国道を走る。

マイクはガイド嬢から道立根釧農業試験場の金川氏忙移り、根釧酪農の概要とパスの通過する虹別、

計根別の酪農の特色Kついての説明がある O

参会者の中には熱心Kメモを取る人が多かった。

専技り説明によると、根釧酪農は組飼料K大きく依存した草地割酪農であり、 1戸当り面積は 50 

えa~上であるO 又一部ではあるが集約型への試みも行われ、デントコーンの栽培もなされているとい

うことであるが、酪農経営K対する不安感が薄れ、結局は施設投資を増し、規模拡大へ向かうとしづ

ことであるO

施設としては環境公害との関連で畜舎施設、主K糞尿施設忙重点が置かれつつあるO

又草地型の規模拡大ととも忙気密のスチーノレサイロ Kは今後ますます導入されると Lづお話しであ

っ7こO

トラクタの導入については、 3段階の発展経過で進み、今ままでは過去の 30 P sクラスから 50 

p sクラスの移行であったが、現在は 50 P sクラスから 90 P sクラスへと大馬力化の傾向を示し

ているということであるo

続いて専技は新酪の話し忙移る。

経営の概況Kついてみると、草地面積は酪農専業で 1戸当り 5o-A.α、乳牛頭数は成牛で、 50頭、育

成牛で 18頭とのこと。畜舎はフリーストーノレ及びスタンチョンの対頭式又は対尻式で、入植者の希

望Kより撰択できるということ O 牧場の価格は 1億 5千万円で自己負担金は 3千万円であるO フリー

ストーノレ忙ついては 50頭規模ではメリットが少なく、せめて 100頭位忙しなくてはとのお話しで

あるO 又スタンチョン牛舎での 50頭管理は心配されていたが、自動給飼システムの採用Kより十分

対応できるとのことである O

その他の特色としては、サイロアンローダ、自動給飼システムの採用が婦人労働の節減陀大きな貢

献をしているとのこと O 又婦人労働節減の面からローノレベーラの人気が高く、さかんK導入されつつ

あるO

乳量Kついては、従来フリーストーノレはスタンチョン忙比べ個体管理が不十分で乳量の低下が起る

と言われてきたが、新酪Kついては今ままでのところそのようなことはないということであるO

約 3 0分の専技の説明K耳を傾けているうちK最初の見学地である上春別の井出農場忙到着する O

参会者は専技の説明で道東の酪農と新酪農村Kついて概略知ることができた。

〔井出牧場忙て〕

森普及員から井出牧場の経営概要忙ついて説明があると同時K、経営主の長男井出功一郎氏から具

体的内容の説明があった。
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井出牧場の概況は次のようであるO

経営主の井出功氏は昭和 21年K上春別の現在地忙牛 1頭、馬 1頭、土地 15μを父からもらって

分家入植し畑作経営を始めた。昭和 27年頃K畑作から酪農へ転換した。現在は採草地 16. 6μ、放

牧地 17，0μ、畑地(デントコーン)7仇、その他 8.4μで合計 49仇、乳牛は 83頭(2 5ク月以

上 46頭、 13 ~ 2 4ク月 20頭、 1~ 1 2ク月 17頭)である。井出牧場はこの地方の中堅的酪農

家で、長男の功一郎氏(3 3才)が後継者となり、父と共K地域の指導者として活躍しているO

家族は経営主の井出功氏夫妻、長男夫婦とその子供 3人で、家庭的Kも円満と L寸お話しであった。

施設の状況は次のようである O

牛舎はキング式のブロック造り、 206坪、サイロは 4.5m X 7，8 m (コンクリート)1基、 6.1 

m X 8，2 m (コンクリート、ブロック)2基、尿溜は 4，5m X 2.1 mが 2基、 6.1m X 2.1 mが 1基

(コンクリ一卜)、堆肥場は 10坪(コンクリート)、農機具庫は 20坪(木造)、牧草収納庫は 5

0坪(D型ハクス)。

使用している農機具は次の如くであるO

トラクタ 76 P S • 4 6 P s各 1台・プラウ 1・デスクハロー 1・尿散布機 1・フアームワゴン 1・

ブロードカスタ 1・デスクモーア 1 レーキ 1 タイトベーラ 1 ハーベスタどへイパインよ・プ

ランタよ牛舎内機械としてはトッファンローダパイプミ川 パーンクリーナであるo

畜舎内，外，および農機具庫を見学して驚いたことは、非常忙良く整理整頓されていることであるO

我々といっしょ K見学したガイド嬢も驚いていた。

工具類が整理、整頓され，農機具類も清掃されてきちんと保管されている。

作業前と思われるが、トラクタ K装着されたデ、スクモーアもナイフが研磨され、又トラクタ各部の

グリスアップも十分なされているように拝見した。

畜舎内は清潔K保たれ畜舎特有の臭気もほとんど感じられなかった。

販売乳量は 51年度で約 30 0トン， 1頭当り平均搾乳量は 6100kg(脂肪率 3.5%)と非常K

高い。この乳量の高い点について参会者より質問があり、長男の功一郎氏は次のよう K説明した。そ

れKよると、乳牛の飼養管理、健康管理K十分注意し、分娩Kついては時期を問わないということで

ある O

飼料はサイレージが主体で，糞尿の草地への施用は窒素過多を防くすこめ止め、デントコーンの 7μの

土地K還元するとのこと。

サイレージは 1番草 50%とデントコーン全量，乾草は 1番草 50%と2番草全量，

所得忙ついては、収入が牛乳代，乳牛代，畜肉代の合計で 27 8 0万円，支出では経営費が 1700

万円で所得率 38.5%であるO

約 25分間で井出牧場の見学を終え、 9時 50分K出発した。車はしイよいよ新酪の地へ向けて走り

出す。非常K良い天気であるO 涼しい風が、乳の香りのする風が車の中を心良く流れるO

車の窓からは波状の草原と樹木園が地平線まで続き、広大な眺めである。

専技のお話し Kよると、こんな忙好天に恵まれることはめずらしいとのことであるo

車の中ではこれからの見学地である新酪の問題点、概況について専技の話が続く。
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それKよると、スラリストアK関し、既存のデータ Kより設計したが、現実Kは小きかった。この

原因に関し、専技を粗飼料中心の飼養管理の場合K乳牛の排世量が多いのではないだろうかとの意見。

糞尿の施用についても、早春は土壌凍結のため困難、 1番草の収穫後忙ついてもすぐ 2番草の収穫

が始まるため、施周期間が短かく、トラクタ台数との関係で十分な施用ができなL、。又農道の整備が

不十分なためトラクタの走行Kより草地をいためるとのことであるO

専技の説明陀熱心K耳を傾けているうちK車は別海町を通り新酪の地K入る。

右側の至る所K草地造成の風景が見えてくる。この地域が風蓮美原である。国道忙は時々牛横断の

標識があり、札幌方面の我々忙は日常お目 Kかかることのできない標識である O

車ほ新酪入口と大きく書いた標識から右折し砂利道K入るO

車の窓からは広大な草原と樹木園の交叉する波状の野のはるかかなたK、スチーノレサイロの頭だけ

があちとち忙見える戸参会者は窓、からの広大な眺忙心を奪われている。

そのうち忙車は赤い平屋のモダンな牛舎と、高さが 20mもある青いスチーノレサイロ、緑色のスラ

リストア、青いD型ハクス、片屋根の農具庫、近代的な住宅、すべてが新しい施設忙包まれた牧場に

到着する。ここが新酪の最初の見学地、武藤牧場であるO

1 0時 40分参会者は近代的な施設を早く見たいとばかり、足速やにパスを降りるO

〔新酪農村の牧場にて〕

農用地開発公団の進藤氏より開発の概要忙ついて説明がある。

開発の内容について北海j肯農業開発公社の松山氏が近代酪農(昭和 49年 9月号 .p.30.......33)

で詳しく述べているので引用すると次のとおりである。

(1 )広大な未利用地、低利用地を有する風蓮美原地区K大規模で高能率な酪農、肉牛および複合の

3タイプの経営農家を早急、K創設するため、約 10万 25 0 0μの草地を造成する。

所有の牧場施設(住宅を含む)をーイ本的K整備して建売牧場を建設し、大規模経営忙ついての能

力と意欲を有する農家を移住入植させる計画であるO 入植移住する農家は、根室地域で、酪農経

営面積をこれ以上拡大したり、 5 0 tぬL上忙できない過密地帯、とく忙床丹，恩根内，言十根男止

中標津地区から約 150戸入植させるととも忙、これら酪農家の経営を補うためK公営的な性格

の大規模な肉牛牧場を設けて一大酪農郷Kする計画である O

(2) 移転入植した農家の跡地と、その地域にある未墾地等を開墾するなど、再整備して草地造成す

るとともに農地の集団化，畜舎などの改良，新設を行い大型機械を導入して絃営の強化をはかるO

(3) 地域全体忙おける畜産経営の能率向上と合理化をはかるため，ネットワーク事業として幹線道

路の整備，農業用用水の施設整備をはじめ、三相電気の施設などを全域にわたって実施する。

(4) 事業実施K当っては、風蓮美原，中標津，床丹恩根内，計根別工区久植K関連する以外の区域

についても、開発目標を達成するため農地造成を行う。

(5) 地域全体が大規模畜産基地として有機的K機能するように、また地域全体の農家の営農活動K

役立つように、牛乳および牛肉の合理的な生産，流通処理、加工K必要な機械センタ一，牛肉基

地処理センターなどの諸施設を配備するとともに、生産流通の管理機能としての総合管理センタ

ーを建設するO
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進藤氏の説明はこの内容を要約したものであり、入植の具体的内容についての説明は次のようであ

った。

5 0年度入植は 8戸、牛舎型式はフ、リーストーノレとスタンデョンの対頭式、対尻式であるO

フリーストーノレKついては 50年度、 5 1年度各 4， 5 2年度は 2で残りはスタンチョ Yである。

フリ パ ンは行っていないとのことであるO 牛舎型式の選択は入植者の意見を聞きながら決定する O

飼料の給与はスチーノレサイロ(8 30m3， 5 0 0トン)からのへイレージのみであるO 牧草収量は今

までの実績Kよると 10α 当り 4.5トン，乳量は 1頭当り 4'4 0 0 kg，経営収支忙ついては 51年度

で 50年K入植した 8戸の平均でみると、収入 21 0 0万円(乳販売 1850万，個体販売 250万)、

支出 1400万円で所得が 70 0万円(所得率 33 %)ということであるO

約 10分で進藤氏のお話が終り y 経営主の武藤氏Kも参会者からいくつかの質問があった。

まずスチーノレサイロの利用Kついて参会者の質問K次のよう K答えた。

武藤氏は新酪の地へ入植する前はパイロットブアームで酪農を営んでおり、当時サイレージはパン

カ サイロで高水分材料を調製したもので、冬期間の取出し、品質の低下，損失の増大K大きな問題

があった。しかしこの地K入植し、スチーノレサイロを利用するよう忙なってから、パイロットファー

ム時代のサイレージ調製の悩みは完全K解消されたということであるO サイロへ詰める材料草の水分

忙ついて、 60~3 0%とかなりパラついたものを用いているが、損失も少なく非常K良質のサイレ

ージができるということである。

スラリストアK関連した糞尿処理の質問Kついては、車中での専技の説明にもあったように、糞尿

の適期散布が行えないということであるO その理由として春は土壌凍結のため、 1番草の収穫後は 2

番草の収穫が継続して行われるため施周期間がないということで、結局は 2番草の収穫後で、秋期散

布忙なるとのこと O

スラリストアのスカムの問題Kついては，半日ポンプで循還すれば心配はないということであるO

牧草の収穫作業忙ついては、天候が不順であっても高能率の自走式ハーベスタ(4戸共同)を利

用するので短期間で作業ができ心配はないということであるO

我々参会者は武藤経営主の説明を聞き終ってから近代設備の畜舎を見学した。

1 1時 15分車は次の見学先である石田牧場へ向けて出発した。約 10分後忙石田牧場に到着した。

石田牧場の隣りが最後の見学先である斉藤牧場である O

見学した新酪のどの牧場も畜舎とそれK関連した施設はほとんど同じであるが、畜舎型式がそれぞ

れ異なるO 武藤牧場がフリーストーノレ対尻式，石田牧場がスタンチョン対頭式、斉藤牧場がスタンチ

ヨン対尻式である O

見学した 3戸の畜舎施設及び農業機械Kついては表 1，表 2(rC示す通りである O

主な施設Kついては平屋の牛舎 1，スチーノレサイロ 1，スラリストア 1，農機具庫 1，D型ハウス

1，(2)である。

牛舎内?には自動給飼装置，搾乳施設があり、スラリストアとそれK関連した糞尿処理施設、及びパ

ドック施設がある。

農業機械Kついては利用組合忙よる共同利用で、 トラクタが 1戸(rC1台，高能率な自走式ハーベス
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タが 4戸(tCl台となっているO

どの牧場も一般に機械，施設の整理，整頓が非常忙良く、また保守管理も非常によくなされていた。

新酪の圃場はゆるやかに起伏した波状地が多く、又沢地もあり、排水状況もあまり良くないように

感じられた。排根線も各所lてあり 1区の面積も小さい所が多いように見られた。

従って大型高能率の機械を十分活用できない面が多々あるように感じられた。

石田牧場で昼食をとり、 12時 20分吉田副会長の挨拶で 52年度現地研究会を閉じ、散会した。

最後に近代設備を誇る新酪 3戸の酪農家と最初K見学した上春別の既存酪農家について感想を述べ

ると、既存の酪農家には独創的な酪農の道を切り開いてきた底力が感じられ、新酪の 3戸については、

多少の不安を抱きながらも近代施設の中(tC1つの夢を見い出しつつあるように感じられた次第である。

いづれ忙しても酪農の営みの中忙人間の力強い生命力を感じた次第で、ある。

円

4
4
生



表1. 経営施設の状況

l
A
H
ω
|
 

「τーごとf武 藤 牧 場 石 田 牧 場 斉 藤 牧 場

フリーストーノレ対尻式 スタンチヨン対頭式 スタンチヨ Y対尻式

牛 4Eb コ

鉄骨子屋 7 35m2 鉄骨平屋 619ロ12 鉄骨平屋 6 79m2 

本 体 関 コーノレマン社 8 42m3 同ハワード社 8 44m3 同 ハワード社 8 44m3 

サイ ロ

アンローダ
附ローデス社 関ハワード社 関 ハワード社

プレーノレアンローダ ゴライアス・スイープアーム式 ゴライアス・スイープアーム式

争時 スターライン社 か~パツヂャ社 内パツヂャ社

白 動給 飼装 置

自動給飼機・ 85型L BN61型 センタドライブ・フィーダ 2台

か~ サージ社 (日)オリオン (スエーデン)アノレフアラパノレ社

搾 乳 施 ー目ハ又4 

ミλキンク、ンζーラ・へリングホ二一ン 4頭栃リ パイプラインミノレカー パイプラインミノレカー

か~，スターフイン社 (日) オリオン (日)オリオン
パーンスクレーパ ノミーンク 1)ーナ パーンク 1)ーナ

糞 尿処理 施設
(日)緑産KK 関ガスコイン社 関ガスコイン社

スラリサイロ スラリストア スラリストア

(オーストラリア)パクワ社 (西独)アイセノレ社 (西独)アイセノレ社
スラリポンプ スラリポンプ スラリポンプ

農 具 車 鉄骨平 屋 1 0 7 m2 鉄骨平屋 1 0 7 m2 鉄 骨 平 屋 1 0 7 m2 

J 、、。 トや ツ ク 施設 細粒アスフアノレト 5 0 5 m2 細粒アスフアノレト 5 0 4 m2 相粒アスフアノレト 5 0 6 m2 



..，.. 

..，.. 

:三下町
ト フ ク jl. 

自走式モーアコンデショナ

自走式フォレジハーベスタ

フォーレジワゴン

ブロー.ドキャスタ

テツダ・レーキ

デスクモーア

けん引式フォーレジハーベスタ

スラリスプレッダ

パスチャハロー

フ ロ ワ

表 2. 農機具所有状況

武 藤 牧 場 石 田 牧

型 式 台数 型 式

ブォ一一ド 5 0 0 0 1 フイアッ卜 750 

N H 1 469 
1 

ヘストン 6 4 0 0 
4 

N H 1 880 
1 

ヘストン 4 0 0 0 
4 

N H 4 
3 

4 
ノ、、ンャ一一 1 4 

MB.C 410 
2 MB.C 410 
4 

リリー
1 MGH  3 0 0 A 

シェミニテッダ

N H 435 
2 

フイプット K . 3 8 
4 

N H S 717 

2 

4 

I 

4 

2 

4 

場 斉 藤 牧 場

台数 型 式 台数

1 フイアット 750 1 

1 
ヘストン

1 
4 

6 400 
4 

1 
ヘストン

1 
4 4 0 0 0 

4 

3 ノ、、ンャ一一
3 

4 1 4 
4 

2 
MB・C 410 

2 
4 4 

1 MGH  3 0 0 A 1 

2 
フイアット K . 3 8 

2 
4 4 

1 
N H S 7 1 7 

1 

4 4 

2 2 
4 4 

1 1 

4 4 

2 
4 



海外文献抄録

生草の固液分離:圧搾脱汁ア

ルフアルフアサイレージの利用性

Wet Plant Fractionation Utiliza"tIon of Pressed 

A lfalfa S i lage 

by J. R. Russell ， J. P. Hurst， N. A. J orgensend， G. P. Barrington 

J. Ani mal S cience. Vol. 46: 278-287(1978) 

刈取直後の草を、圧搾等の処理Kより固派分離する方法は、サイレージの調製K際して、予乾処理

なしである程度の水分調節が可能なことから、天候K影響されることなく原料草の詰込みを一作業工

程で行なえる利点がある。この方法で調製したサイレージは、原料草をそのまふ詰込んだものと比較

し、調製期間中の乾物損失が少なく、出来上りサイレージ中の乳酸含量が高く、 pHや揮発性脂肪酸、

アンモニア態窒素化合物の濃厚が低くなると報告されている。しかし、予乾したものと比較すると

水分含量はまだ高く、脱水時K固形物の損失も避けられず、食込みもやふ劣るとされており、飼料価

値Kついても異なる結果が報告されている口ワィスコンシン大学で、は、草地で使用可能な草の固液介

離装置を開発した。この装置は、草を狭い口から押し出すやり方で、構成する細胞の約 75 %を破砕

した後、固液を圧搾介離する仕組みのもので、分離された固形物部分は水分含量が 65%ないしそれ

以下、原料草の持つ乾物の 75%以上が固形物部分K移行するように設計されており、分離された液

状部分からは蛋白質を分離して濃厚飼料として利用すること Kなる。この装置を用いてアノレフアノレフ

アを処理し、固形物部分をサイレージK調製したものと、同じ原料草を予乾処理してすイレージとし

たものKついて、乳牛を供試した飼養試験と羊を用いた消化試験を実施し、比較検討した。アノレファ

ノレファは出菅末から開花初期のものを用いたが、原料草およびサイレージの成分組成は次表の通りで

ある。ホノレスクイン種乳牛を用いて、組飼料としてサイレージのみを自由給与し、濃厚飼料を乳量 3

①胞 ② へミセノレ リグニン

物粗蛋白質(成細C 壁分 繊 維 ロ ← ス 分

WC)(ADF)(①一② )(ADL)

% ) (乾物中 %) 

原 料 草| 20.0 1 8.7 48.1 3 5.1 1 3.0 6.2 9.6 

詰込時

43.5 1 8.3 4 5.5 3 3.9 1 1.6 6.3 9.5 

圧 搾草 32.0 * 150* * 42.2 * 1 6.4 * 7.2 * 7.0 * 5 8.6 

サイレージ

42.1 1 8.5 47.2 3 7.6 9.6 6.6 9.7 

30.5* 1 5.9 * 57.8 * 47.4* * 8.2 * 7.9 * 圧搾 草 1 0.4 

*統計的K有意(Pく 0.05 ) 

---4 kgVC 1 kgの割合で給与する処理Kより、年次を違えて 3回の飼料試験を実施した。結果は、 3試
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験を総合して、圧搾草サイレージを給与した場合、予乾草サイレージを給与した際と比較して、サイ

レージの乾物摂取量で 8.9%、乳生産量では 6.3%、FCM生産量Kおいては 7.5%といずれも劣っ

た。また、 1試験で、粗飼料として、アノレフアノレファ乾草の添加給与を行なったが、これKより、い

ずれのサイレージ給与時にも全乾物摂取量が増加した口しかし、サイレージの食込量の差Kは変化が

認められなかった。圧搾草サイレージ給与時忙は、予乾草サイレージ給与時よりも第 1胃内の酷酸の

濃度比率が高く、プロピオン酸の比率が低くなり、アンモニア濃度も低い傾向が観察された。年次を

違えて 2回行なった消化試験の結果では、乾物消化率で圧搾草サイレージが低い値を示したほか、 l

試験で、粗蛋白質の消化率では圧搾草サイレージが、繊維 (ADF)消化率では予乾サイレージが、

それぞれ統計的K有意忙高い値を示した。

(北大農学部上山英一〉

-46ー



断熱による結露の除去

1 nsulation ean help avoid “wet barn" problems 

by D.W.Bates 

Hoard 's Dairyman， March 10(1978) 

断熱材Kついて、より十分な理解を得るため、この資料においては、①断熱材の意味、②断熱材を

使用する理由、③断熱状況の違いが畜舎の内表面唱度および、結露の発生に及ぼす影響長④熱抵抗値とは、

⑤断熱材の種類と特徴、⑥断熱材の使用上の注意事項、について述べられているO

1. 全ての建築材料は何らかの断勲性を有しているわけであるが、一般K断熱材としづ時Kは、熱の

移動を抑えることを目的として作られた製品の総称を意味する。

2. 断熱材を使用する理由は以下K掲げるとうりであるo

i)冬期間Kおいて、建物からの熱損失を抑えること Kより、十分な換気を保証すること、すなわ

ち、換気Kよる熱損失以外の熱損失をできるだけ少なくすること。

ii) 夏期間Kおいては、太陽からのふく射熱を遮ること。

jjD畜舎の内表面における結露を防止すること。

|り畜舎の内表面温度を高めること忙より、牛からの放射忙よる熱損失を減少させること。

3 図 1の(a:)から(flは、断熱構造の異なった 6つの平屋牛舎の断面図であり、畜舎内外の温湿度条件

を一定(外気温ー 23. 3 oc、舎内温湿度 10 OC、 80 %)忙した場合K、断熱状況Kより、畜舎

の内表面温度がどのよう K異なってくるかを示しているO 畜舎の内表面温度が、露点温度(6. 7 OC) 

以下忙なると結露が発生することから、結露防止のためには、十分な断熱が如何忙必要であるかが

わかる。また、壁を十分K断熱した牛舎で、も、何故、窓やコンクリート基礎部および出入口 Kおい

て結露が発生するかが理解できる。

4 断熱材はそれぞれ異なった熱抵抗値(R値)、すなわち、熱移動を抑える能力を持っているo こ

の値は、定まった試験法Kより測定されるもので、表 1のとおり、単位長さ当りのR値、または、

ある厚さを持った特定の製品のR値として表わされる。天井や壁の全R値を得るには、用いられて

いる各構造材のR値の和をとってやるとよ L、。強制換気を行なっている牛舎の適正なR値としては、

寒冷地で、壁が 2.9 ( hr . oC • m2/kcal)、天井が 4.7、温暖な所では、壁が1.8、天井が 2.5で

あることが望ましL、。

5; 断熱材の種類としては、大きく 3つのタイプK分けられる。以下にそれ・ぞれの使用方法および特

徴を示す。

i) 綿状・マット状断熱材 (Battand blanket insulation) 

① 支柱(間柱、野緑、胴縁)の間Kはめ込んで用いる O

② 通常、防湿層(膜)が片側K付いているが、確実を期すためK、ポリエチレン製防湿層でき

れ目なく覆う必要がある。その際、防湿層は断熱材の畜舎内側(暖かL、側 )vc取り付けなくて
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はならなL、。

③ このタイ 7'の断熱材は壁K取り付けるので、充てん断熱材のよう K沈降することはない。

ii)充てん(注入式・吹込式)断熱材(F i 11 or pour type insulation ) 

① どのような形状忙も対応できるので、天井の断熱K向いている。

② 下弦材(はり)を断熱材で覆うことが可能なため、綿状・マット状断熱材よりも均-vc断熱

することが可能であるO

③ 壁K使用する際Kは、しばらくすると、断熱材が沈降して、壁の上部K空聞ができてしまう

こと K注意しなくてはならなL、。

iii)硬質断熱材(R igid insulation ) 

(a) 有機質繊維板(木毛板等〉

断熱性は成形プラスチック断熱材よりも劣るが、ある程度の強度があり、内・外装の下地材

や内装仕上材として使用される。

(b) 成形プラスチック断熱材

① 強度はあまりないが、断熱性は大きく、吸湿性もほとんどなL、。

② 可燃性で燃焼時には有毒ガスを大量K発生する。そのため、表面Kは少なくとも不燃性の

1 2 mm程度の耐火ベニヤか、 16 mmの仕上げ用ベニヤを用いる必要がある。

③ 板状に成形されたものは、床暖房を行なっている分娩豚舎などの床下断熱などK適してい

る。その際、断熱材の上を 5cm程コンクリートで覆う必要がある。

④ 発泡プラスチック断熱材を用いる際忙は、その断熱材が火災保険の対象となっているか否

かを保険会社に確かめる必要がある O 一般K断熱材業者は発泡プラスチックが可燃性である

ということを消費者K明示していない場合が多いので注意を要する D

⑤ 「プラスチック断熱材 1cmはグラスクーノレの 3~4cmvc等しい断勲性を持っている」とい

うような話を耳Kすることがあるが、確かに吸湿してしまったグラスウーノレは著しく断熱性

を損うものの、適正な使用法さえ行なっていれば、グラスクーノレもプラスチック断熱材もほ

ぼ等しい断熱性を持っている。

6. 断熱材を使用する際Kは次の様な点忙注意しなくてはならなL、。

i) 断熱材は必らず乾燥状態で使用すること。水蒸気は高温側から低温側へ流れるので、牛舎の内

側忙防湿層を設けてやらなくては、断熱材の中で結露し、断製牲を損う結果となるo

ii)実際の防湿忙は、 0.1mmのプラスチックフィノレムを切れ目なく設置する。これは、あらかじめ

防湿層が付着している断熱材を使用する場合でも同様に必要である。

よく、ブロック造りや石造りの壁は、 "湿気を呼ぶ"と言われるが、これは、今まで、述べたとおり、

断熱が不十分であるためであることがわかるであろう。

(北大農学部干場信司)
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表1. 各種建築材料の熱抵抗値 (ASHRAE Handbook ) 

材 料

綿状・マット状断熱材(B att and blanket insulation ) 

グラスウーノレ、岩綿、ファイパーグラス

充てん断熱材(F i 11 type insula ti on ) 

グラスワーノレ、岩綿

パーミキュライト

木屑、のこ屑

紙(粉状)、ノ勺レプ

硬質断熱材(R igid insulation ) 

インシュレーティング・ボード (20mm) 

ポリスチレン樹脂押出発泡材(例:スタイロフォーム〉

ポリスチレy樹脂型枠内発泡材(例:発泡スチローノレ)

ポリワレタン樹脂発泡材(ワレタンフォーム〉

グラスフアイノζー

一般建築材料

現場打コンクリート

コンクリー卜・ブロック (203mm)

軽量コンクリー卜・ブロジク (203mm)

軽量コンクリー卜・ブロック(203mm、空胴を断索財て充てん)

ベニヤ板(合板〉

、ードボード

石綿 板

木材(もみ類・まつ類)

窓(表面空気層をも含める)

一重ガラス

一重ガラス(暴風雨用)

複層ガラス(空間 5mm) 

複層ガラス(空間 13 mm) 

三層ガラス(空間 6皿〉

空気 層

1 9 mm---1 0 2 mm 

表面空気層(境界層)

内表面(空気の流れなし〉

外表面(風速 6.7m/sec) 
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熱抵抗値 (hr.oc.国外王cal) 

1 0 cm厚さ当り|販売厚さ当り

2. 4 2 ---3. 0 0 

1. 7 7 ---2. 9 2 

1. 7 7 

1. 7 7 

2. 9 8 

3.2 3 

2. 8 8 

5.0 4 

4. 2 3 

0.0 6 

1. 0 1 

1. 1 0 

O. 2 0 

1. 0 1 

o. 4 2 

o. 2 1 
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充てん断熱材

防湿j吾

充てん断熱材

防i副長
印刷ベニヤ板

RW 0.6 1 

τw= 2.2 oc 
(結露)

内

(A) 木造(壁:無断熱・天井:若干断熱) (D) コンクリー卜・ブロック造

(壁・天井:断熱)

充てん断熱材

防湿層

13mmベニヤ板

13mmベニヤ板

RWニ 0.2

TW=一13.3
0C

(結稲)

(B) 木造(壁・天井:断熱) (E) コンクリー卜・ブロック造

(壁・天井;無断熱)

充てん断熱材

防出回

F司 TW，=-J6.1
0C 

1 if(窓__JII -， 
11. I (結Ofm

(C) 木造(日夜・天井:十分な断熱)
(F) 窓の影響(1主窓と 2重窓の比較)

図 1 断熱状況が市合の内ぷIfliilll¥t支および結路状況に及ぼす影響。

Cit 1) I泣定条件:外気illl¥-2 3 目 3 0C、イ~内 illI\制度 lO.OOC 、 80%、舎内露点温度 6.7 0C

Ci!: 2) R c 点 J!"-U)熱l1Uh:ill'(、Tc 天井の内表IfLI制度、 TWI: 1主窓の内表面"(1日度

R w : 1:日ω熱抵抗 il旺、 Tw 盟 ω内表 Ifti出皮、 TW2: 2主窓の内表而制度

(hr、℃、 rrf/Kcal) 
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フリーストールのデザインと工事の基準

F ree 8 tall D esign and C onstructi on C ri teria 

by R. E. Graves 

Trans. A. 8. A. E. 722-726 (1977) 

フリーストーノレの用語と寸法測定点を統一することは、 大変重要なことであり、これによれば

製作者・使用者とも便利Kなる。 4種類の隔柵を示すが、これらにはそれぞれ長所・短所もあり、個

人で製作した方が良い物、工場で生産した方が良いものもある。

用語と寸法測定点

図 1VL名称と寸法測定点を示す口

隔柵(8 ta11 Part1tion ) 

前部支持板(8 ta11 Front 8upport ) 

縁石(8 tall Curb ) 

牛床(8 tall Base ) 

敷料(8 ta11 Bedding ) 

ストーノレ長さ(8 tall 1ength ) : L8 

ストーノレ幅(8 tall width ) : W8 

縁石高さ(8 ta 11 curb he i gh t ) : H C 

牛床傾斜(8 tall base s10pe ) : 8 B 

隔柵長さ(8tall parti tion 1engh ) : LP 

隔柵高さ(8ta11 partition height ) : HP 

底部横棒高さ(Bottom rai 1 height ) : HR 

隔柵スペース(Partition open space ) . 80 

前部支持板高さ(8 tall front support height ) : HF 

隔柵のデザイン

隔柵のデザイン・寸法を図 2~6VC示す。これらは搾乳牛用のものである D 牛床( 8 tall base ) 

は、縁石(curb)、と同一面で、牛床の前方への傾斜(8 B )は、先端で 10 cm高くなるよう Vてする。

ストーノレ長さ(L 8 )は、 2.1mがよく、大きな牛でも十分な長さであり、小さい牛でもストーノレ内

K糞をしてしまうことはなL、。縁石高さ (HC )は 20--25cmが良L、。隔柵高さは、1.2m程度が

必要で、縁石上で1.27m、先端部では牛床の傾斜分があるので1.17m 忙なるのが望ましL、。隔柵

の横棒のすきま(80 )は、牛の頭が入らないよう VC30cm以下とする。隔柵の底部横棒高さ(HR)

もストーノレ上で、 30 cmとする。ストーノレ幅 (W8)は1.2mが良く、大きな牛Kは適当であり、ほと

んどの牛が向きを変えるととはできなL、。この1.2mとL、うのは最大幅であり、1.17m、1.10m 

のものもつくられている。ストーノレの前部支持板高さは、牛床上で1.5m(HF=1.6m)にすべき

である。
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図 1Dalry回 ttlefree stall. 

高野4 DOWELS 45 cm LONG 
0.6 m O.C. BETWEEN 
STALL PARTITIONS 

図3 NE plank free stall 問 rtitl∞. 
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図5 Plpe and肉nkfree stall partitions. 

図2 Post and plank (MWPS) free stall partition 

図4 Facir冨 NE同ankfree stall問 rtitio日

#4 DOWELS 45 cm LONG 
0.6 m O. C. BETWEEN 
STALL PARTITIONS 

図6 Pipe free stall 問 rtition
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柱と板からなるフリースートーノレ

図 2VC示す隔柵はミッドクエストプランサービス (MWPSゴ個中西部〉で普及しているものの

ーっとほぼ同じものであるO この特徴は、 4インチ角の柱と 2インチ X 6インチの板からなり、横板

が牛床と並行して停斜しているためK強度を増していることである。

板からなる NE式フリーストーノレ

図 3--4は、対句北東部 (NE)で一般的K用いられている方式で、板か 1インチ角の柱から作ら

れる隔柵である。これの特徴は、縁石K溝が掘ってあり、これに板製の柱をはめこみ、この柱の長さ

は、横棒よりずっと上K突き出し上部を固定していることである口

パイプと板からなるフリーストーノレ

図 5は一般K市販されているものとほ立同じである。横棒の大きさ(2 X 1 0 ， 2 X 6 )は、牛の

頭が出ないようにするため忙は最少の大きさである。ストーノレが給飼通路K面している場合は、前部

はすきまなく板を張ることが望ましいが、空気の流れが悪くなり観察もしKくくなる。 2.5 --3. 8 cm 

直径のパイプを使用じた場合、折れたり曲ったりして失敗する例が多いので、 5.7 --7. 6 cm直径のパ

イプを使う方が良い。

パイプ製のフリーストーノレ

パイプだけで出来ている隔柵を図 6VC示す。この場合隔柵の横棒は 3本必要である D この横棒の取

付けが、一番問題である。溶接すれば運搬が大変であるし、牛がはさまった時の切断が容易でなく、

また調節もむづかしL、。

(北大農学部 松田従三)
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連続的キヤリプレーシヨン手法による大型動

物の正雄念体温測定用テレメータについて

T e 1em etry T rans rI1I t ter w i th C ont inua1 C a1 i bra t i on for 

Precise Measurement of Body Temperatures of Large Anima1s 

by K. R.Beerwi叫de

Trans. A. S. A.. E. 349 --352 (1978) 

大型:_- の 2点の体温を正確忙測定し、そしてその信号を伝送する遠隔測定用発信機が開発された。

これは新しいキャリプレーション手法を取り入れ、 2週間以上もの間バッテリーの交換なしに士 O.1 

℃以内の精度で間接的K体温測定が可能なものである口体温測定用として 2個のサーミスタセンサー

を用い、このユニットを動物に背負わせるように設計されている。測定された温度及びキャリプレー

ション信号は 88""'108MHz周波数帯の単一搬送波忙よる多重送信副搬送波変調Kよって伝送さ

れる白テレメータの信頼伝送距離は少なくとも 15 mあり、牛の基礎体温測定の場合は複床下部と体

深部の 2点の温度が伝送される。

同路設計とその説明

以前のような低パワーで、バッテリの影響が出る測温テレメータではコンポーネン卜のドリフト、電

圧変化、回路をとりまく周囲温度などの影響があり測定誤差の原因となっていた。これらの誤差を補

償するために新しく連続的キャリプレーション手法をとり入れたテレメータが設計された。回路図は

図 1vc示してあり、 FM変調ニ発信機とそれを制御する FM発振器から成っている。 SCO

( subcarrier osci11ator )周波数は体温を感じるサーミスタ R5 ， R 6とキャリプレーションK使

う精密抵抗R3 ， R 4とによって変化し制御される。トランジスタ Q1およびそれからなる FM変調

二発信機の周波数はトリミングキャパシタ C5VCよって標準FM周波数帯K変えられる。 SCOは

IC-A1 ，A2が使用された多調波発振器であり、その周波数はキャパシタ C1と抵抗R2及びそ

れに直列K入っているタイミング抵抗R3，R4，R5，R6VCよって決まる。 IC-A3，A4は

約 26 0 H zの出力周波数をもっ多調波発振器を構成しているo 1 C-Bの出力電圧はOから +Vま

での正方波であるoIC--Cは 4つの出力の各々を高い状態K上げ、他方他のものは低い状態K保つ

リングカクンタとして作用する。 IC-Cからの出力が高い時は約 1分間 IC-Dのスイッテはどじ

る。 5.6Vのバッテリは SCOと自動スイッチ回路によって利用され、l.3 5 VのバッテリはFM変

調=発信機に使われる。

構成部品の選択

抵抗R2，R3，R4とキャパ、ンタ C1の各値の選択はR5，R6VC使われるサーミスタの温度一

抵抗特性、 SCOVCとっての望ましい周波数中央値及びサーミスタの温度変化とそれK関係するSCO

の望ましい周波数変化などによってきまる。 SCOにとって望ましい周波数中央値は発信機出力が

IRIGチャンネノレ 11の弁別装置Kも両立できるよう VC7350Hzであり、測定温度K対しての

SCOの望ましい感度は 1oc vcっき約 10 0 H zである。これらの回路上のパラメータが決まるにつ
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れR2 ， C 1のおおよその値が次の関係式より計算される口

f二 1/ …....・ H ・..……………...・ H ・.C 1 J 
2.3 R C1 

ここで f :周波数(H z ) 

R:R2とサーミスタ抵抗値(図 1)を加えた値

C1 :図 1のキャパシタンス

3 8 oC vcおけるサーミスタ抵抗値は 18.4 K D、 42
0

Cにおいては 15.8 KD忙なりその各々 Kお

ける望ましい SCO周波数は 71 5 0 H z、 7550Hzである。これらの機能上有効な 2点を方程

式 C1 J vc代入しでR2，C1VC関する連立方程式を解くと R2ニ 30.7 KD  ， C 1ニ 1239pf

が求められること忙なる。

操作理論とキャリプレーション

発信機のキャリプレーションKついては次の仮定をもと忙している D

l キャリプレーション用抵抗R3 ， R 4の値は一定である。

2. サーミスタ R5 ， R 6の温度と抵抗の関係は一定である口

3 他の要素が一定の時 SCO周波数はサーミスタ温度と直線的関係Kある口

もし仮定 1， 2が真であれば抵抗R3 ， R 4の値は 2つの特定の温度Kおいてサーミスタ R5 ， 

R6の値と等しく、仮定 3が真ならば一定時間K所定のサーミスタ忙より生じる SCO周波数を使っ

て補間法からサーミスタ温度が計算される D 所定のサーミスタ Uておける補間法の式は、

T二 Tl十T2-TL(f-fl )…ー………・ C2 J f 2 - f 1 一 1

>- >--、、
L. '-ー にー T :サーミスタ温度

T 1 ，T2 .サーミスタの引用温度

f :サーミスタの SCO周波数

f 1 ，f 2 .キャリプレーション用抵抗の SCO周波数

補間法K用いる各サーミスタの引用温度は 37 "'-' 4 2 oCの既知の数点を測定して求めた発信機のキ

ャリプレーションから求め、その温度はサーミスタの SCO周波数が 2個のキャリプレーション抵抗

のSCO周波数と等しいような温度である。

操作試験

テレメータ忙よる操作試験は種々の供給電圧や回路部品、周囲温度などのもとでSCO周波数と

3 7. 5 oC "'-' 4 1. 9 oCの範囲の測定体温との直線性を決めるためK行なわれる口試験方法は周囲の空気

温度を OOC，2 OOC， 40
0

Cとして、 SCO供給電圧を 5.4Vで一定忙して操作する方法と、周囲温

度を 2OOCで一定に保ち SCO供給電圧を~ 0 ， ~ 4 ，5. 8 Vとして行う方法である。これらの両試

験Kおいてサーミスタセンサは温度制御可能な容器の中K置く。(サーミスタ温度は O.0 5 oCの精度

をもった水銀温度計で測定される水槽温度である口)観測される SCO周波数は各々の設定周囲温度

と供給電圧のもとでサーミスタ温度との関係としてプロッ卜され直線回帰分析は行なわれる口その時

2つの方法が水槽の温度を SCO周波数K換算するのK使われる。第 1VCは、ある一つの条件下Kお

ける一定のキャリプレーション関係を用いて、あらゆる条件下の試験Kよって生ずる SCO周波数か
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ら予測される水槽温度を計算する固定キャリプレーション手法 CF . C )であり、第 2の方法は該当

するサーミスタの SCO周波数と 2つのキャリプレーション抵抗の SCO周波数をもと忙して予測さ

れる水槽温度を方程式 C2 Jを使って計算する連続的キャリプレーション手法 CC.u.C)である。

結果及び論考

テレメータの周波数、温度の関係を供給電圧をパラメータとして図 2(rC示す口どの場合もサーミス

タ温度と SCO周波数は高い直線性を有し、相関係数は o.9 9以上である口

F.CとC.u.Cの両方法Kよって得られたデ、ータを表 1(rC示すが、 F.Cの測定誤差の平均は

テレメータの許容誤差範囲の o.1 ocよりはるかに大き L、。これK対してC.u.c(rCよる最大誤差は

O. 0 7 ocであり精度の要求を満たしている。

(北大農学部 森田幹彦〉
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FM SU8CARRIER OSCILLATOR 

AUTOMATIC SEQUENCING SWITCH 

NOTES 

Tran，is'orl-QII 2N5げ 9

Q2'2N43~1 

目。It・円・・一白I.E...oodyE 164 
82-E.・v・adyE40lN 

i

l
斗

l

TIMING RESISTORS 

Resistorsー1/8-...otf，'O% unl・・lolher・i..spociti・d
Coil-ーLlIEtched in print・dcircu;' 

Copacitors-Eleclrolytic・・ 15 WY 'onlol"". 
non・leclrolytic$;minolur・c.romlcs

図 1Schemat ic diagram of t同 t制 限raturetransmitter. T otal current demands of t同 circuitare 

about I 85uA from the +5. 6 V battery， and 200uA from the 1. 35 V凶Uery.

0

0

 

0

9

 ・
3

L
a
Z
M
L
F
Xト
‘
園

~， .~~.l 
1 ・・ 5・.1
L_~，~ 

ョ・o
7000 ・00 12~C 7]00 ・~:J ":10 '6:::1 "'''00 7800 1900 ・000

5::0 FREO'JEHC'f r阿e・

図2Plots of SCO freque崎町田糊terbath凶 peratureゐrone 

thermistor probe when the transmitter wωoperating at 20・Camblent 

tcmperature with posltlve supply volt且gesof 5.0， 5.4， and 5.8 V， re-

spectlvely. 

表 1 SUMMARY OF RESULTS FRO!¥I TESTS TO DETER-
MINE EFFECTIVENESS OF CONTINUAL UPDATING CALI-
BRATION FOR CORRECTING MEASUREユlENTERRORS 

CAUSED BY THE EFFECTS OF DlFFERENT AMBIENT TEM・

PERATURES AND SUPPLY VOLTAGES 
ON TELEMETER OPERATION 

Te!emeter test conditions 
Average absolute value 

Ambient SCO supp!Y 
of measurement error tC)* 

temperature vo!tage Probe No. 1 Probe No. 2 

(OC) (V) F.C.t C.U.C.土 F.C C.U.C. 

。 5.4 0，23 0.02 0.26 0.04 

20g 5.4 0.00 0.01 0.01 0.02 

40 5.4 0.09 0.03 0.12 0.03 

20 5.8 0.40 0.03 0.48 0.03 

20 5.4 0.16 0.03 0.20 0.03 

20 5.0 1.02 0.07 1.16 0.07 

牟 Averageabsolute difference between telemeter-indicated and true 
water bath temperatures of 37.50.38.60，39.70，40.80， and 
41.90

0 
C. 

tF.C. refers to results obtained using the fixed calibration technique. 
土C.U.C. refers to results obtained using the continual updating 
calibration technique. 

~Test conditions used for fixed calibration and for determinations 
of reference tl'mperatures T I and T l' 
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5樺類-のふん尿槽換気装置のモデル研究

Model Study of Five Types of Manure Pit Ventilation Systems 

by S. H. P oh 1， M. A. H e 11 i cks on 

Trans. A. S. A. E. 542---549 (1978) 

本研究では 5種類のふん尿槽換気装置の縮尺モデ、ノレを用い実験を行い、シュミレーションKよって

実際の状況を解析した。

実験装置

実験用モデル装置は既設の原型豚舎に対し 1/12の縮尺とする。換気装置の取りつけ位置は図 -1

k示す。装置 1(図ー 2)スラットフロア下部のふん尿槽内忙みぞを切ってあるパイプダクトを取り

つける。装置 2(図-3 )スラットフロア下部のふん尿槽の中央にダク卜を取りつける。装置 3(図

-4)ふん尿槽の外壁K取りつける口装置 4(図-5 )畜舎の外壁Kふん尿槽排気用として取りつけ

る口装置 5(図-6 )外気を畜舎内忙入れるため吸気用として屋根裏忙取りつける。

結果と考察

この実験で求めるものは、空気速度・空気拡散つまり空気の移動忙関する項目であり、これに加え

て空気の移動量を知るため忙時間も求める。このことから実験結果を以下 4項目忙分ける。

a) 空気流動パターン 装置 lこの場合の空気流動パターンを図一 7VC示す。畜舎内:空気はまず

入気口から天井忙治って水平K移動L、その後側壁K治って下降し反対側の壁から来た空気とぶつか

るまでスラットフロア上をはってゆく。一部は中央附近で、再び、天井へ向って上昇してゆく。ふん尿槽

内:サイドパップノレの場合、入気口から近い方の換気パイプへほとんどの空気が直接流れてゆく口ま

たもう一方の流れも天井・壁に治ってパイプへ向っている。しかし中央附近で換気パイプへ入らなか

った空気が水平陀流れさらに上昇することが認められた。

装置 2 畜舎内:サイドパップノレの場合、入気口から中心へ向けての垂直方向の動きが生じた。セ

ンタaパップノレの場合、モデノレの左右それぞれ忙おいて天井・壁K治つての水平下降の動きが生じた。

同時に中央附近での上昇気流もかすか忙生じていた。ふん尿槽内:直接排気口へ向って流れてゆく。

ただしスラットフロア下側では乱れが生じ、サイドパッフノレがある側の壁では壁K治って空気が流れ

ると L、う例外がある。

装置 3 ・4 畜舎内:中央附近で下降の動きが生じる。ふん尿槽内:排気口と逆の壁附近で空気が

上昇することを除けば、空気はスラットフロア直下を排気口へ向って流れる。

装置 5 畜舎内:天井・壁K治って水平下降の動きが生じ、きら Kスラットフロアを通過しふん尿

槽へ向って流れる口ただし、モデルの左側では天井から直接排気口へ向う垂直の動きがかすかに見ら

れた。ふん尿槽内:壁K取りつけてある排気口へ直接向う。

b) 空気速度 各装置での測定速度の平均を表 1VC示す口
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図 1Location of detail sections of 何 manure同tventilation syst伺.

図2 No. 5 I ， slott剖同開 under-slat ventilator. 
図5No.54，愉侮dmanure同te.油凶st

system. 

図3 No. 52， center剖 ductpit ventilat飢

図4 No.53，ωtside wall同tventilator. 

図6No. 55， pressur附同tventilator 

system. 
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装 置

装 置

装 置

装 置

装 置

3. S1de 8a.fflo b. Center 8affle 

図7 Alr flow問 tternscompari噌弛 andcenter凶fflesfor slott伺

凶peunder-slat ventllat町.

表 1 ふん尿槽と畜舎での各換気装置の平均速度

ふん尿槽の左右
畜舎の 7左n/l右min 

ふん尿槽の前後 畜舎の前後
の平均 m/脚 の平均 の平均 m/問 の平均 m/min

3 2.6 5 0.8 2 O. 1 3 8. 3 

2 2 2.7 4 5. 1 1 3.7 3 0.8 

3 2 3. 6 4 4.4 1 5. 1 3 1. 4 

4 2 9. 8 4 8. 5 1 3. 5 3 2. 7 

5 3.6 3 9. 5 2. 8 3 2.9 

ふん尿槽内での空気速度は装置 5で 3.6m/minと他の装置K比べ極端K低L、。これは装置 5では換

気扇が屋根裏につき、他ではふん尿槽内Kついているためである。しかしよ豚のいる畜舎内スラット

・フロア上ではそれがそれぞれの換気装置の空気速度Kはそれほど大きな差はなL、。また空気速度は

壁から離れれば離れるほど低くなる口モデルの前後の両端では左右の壁ぞいよりも速度が低いという

ことがすべての装置で見うけられた。これは天井パップノレが左右の壁K平行Kならんでおり、そこか

ら空気が入ってくるためと思われる口モデルの左右の速度測定値から見ると、換気装置と天井パッフ

ノレの位置によって空気速度が大きく異っている。最低ではサイドパッフノレで装置 5の 29.2 m/側、

最高では同じくサイドパップノレで装置 4の 56.1 m/聞という範囲である口センタパップノレではどの

装置Kおいても左右の速度差はほとんど見られず、 40.9 m/minから 50.0 m/加の間であった。サ

イドパップノレの場合換気装置の位置忙よって空気速度K大きな差が生じてくる。したがって換気装置

の設計をする際、予定Lた望みどおりの換気特性を得たいならば、パップノレの位置忙よる影響を深く

考慮する必要がある D
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畜舎およびふん尿槽内での空気速度K対する考察をまとめると、パップノレ位置の与える影響は左右

の壁ぞいのスラットフロア上に最も大きく現われるということである。

表 2 パップノレ位置と測定位置が空気速度に与える影響

ふん尿槽内祝/min 畜 舎 内m/min 

サイドパップノレの場合の右側 2 3. 1 5 8. 3 

センタパップノレの場合の右側 1 6. 4 4 8.5 

サイドパップノレの場合の左側 2 7. 1 3 1. 1 

センタパッフノレの場合の左側 2 3. 4 4 4. 8 

右 側 の 平 均 1 9. 7 5 3.4 

左 側 の 平 均 2 5. 2 3 7.9 

ふん尿槽内m/min 畜舎内m/min

サイドパッフノレの場合の前側 1 4. 4 3 2. 2 

センタバッフノレの場合の前側 1 4. 4 3 6.2 

サイドバッフノレの場合の後側 1 2.6 3 1. 2 

センタパップノレの場合の後側 1 O. 9 3 3.2 

一円込I]←ー 但l の 平 均 1 4.4 3 4. 2 

後 倶1 の 平 均 1 1. 7 3 2.2 

c) 排気持間 排気時間は実験モデ、ノレ内の空気を入れかえるのに必要な時期であり、空気流量比K

よって左右される。

表 3 各換気装置の排気時間

装置 1 装置 2 装置 3 装置 4 装置 5

排気時間(8) 1 5. 8 1.3. 3 1 2.6 1 4. 3 1 1. 5 

表 3(tCよれば装置 5の排気時聞が最も短いことがわかる。

d) 総合換気特性 畜舎内・ふん尿槽内の空気速度が低くかっ排気時間が短いのは装置 5である。

またこの装置では空気流動パターンが良く、ふん尿槽の臭気が家畜の周囲Kまで流れてゆく可能性が

最も低L、口最も性能が悪いのは装置 1である D これは排気時聞が長く空気の乱流を起こしやすい口

まとめ

1. ふん尿槽換気装置の設計はふん尿槽内の空気速度K大きな影響を及ぼし、装置 5では他の 4種類

の装置K比べて低い速度を安定して生じさせることができる。
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2. 天井入気パップノレの位置が空気速度忙与える影響が大きく、換気装置本来の特性を得ょうとする

ならば装置の位置ととも忙パップノレの位置も考慮する必要がある。

3 畜舎内・ふん尿槽内各点で、の空気速度は装置 1 ・2 ・5で比較的均一である口しかし装置 3 ・4

では差が大き L、。

4. 畜舎・ふん尿槽内での空気流動パターンが適当なのは装置 2 ・5であり、装置 1 ・4は不適当で

ある。

5 換気装置の設計が排気時間に与える影響が大きし、。

6. 空気速度・流動パターン・排気時間のデータを総合して結論をのべれば、センタパップノレで装置

5が最も良い換気特性が得られ続いて装置 2が良L、口装置 1では最も悪い換気特性となる。

(北大農学部 川村周三)
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研究会記事

1. 庶務報告

① 昭和 52年度現地研究会および総会

9月 12日(月)1 7 0 0、弟子屈温泉の国民宿舎¥¥大鰯荘、、 K集合、総会および懇親会を

行なった。総会では 51年度会務報告、 52年度事業計画が承認された。翌 13日(火)8 : 3 

0から井出牧場、新酪農村の武藤牧場、石田牧場、斉藤牧場を見学し、 15 : 3 0釧路駅前

で解散したQ 参加者は約 60名であった。

② 昭和 52年度第 2回目評議員会

1 2月 12日(月)札幌テレビ塔会議室Kおいて開催し、 53年度以降の役員人事を中心忙討

議した。

③ 昭和 5 2年度シンポジワムおよび臨時総会

1 2月 13日(火)1 3 : 0 0 ~1 7 : 0 0、約 130名が参加し、札幌市北区側ムトワ Kおい

て「新酪農村KついてJをテーマK開催した。進藤重信氏(農用地開発公団)、金川直人氏(道

立根釧農試)が詩題提供し、活発な討論が行われた。また、朝日田康司氏(北大農学部)が「デ

ンマークの畜産について」特別講演を行なった。臨時総会では、 53 ・54年度の役員が選出さ

れた。シンポジクム終了後、 ¥¥もうもう亭総本庖かで懇親会を催した。

④ 昭和 53年度評議員会

6月 21日(水)柏慌テレビ塔会議室忙おいて、 53年度事業計画などを討議した。現地研究

会は 9月上匂K畜産基地問大雪地区u を中心K実施し、 1 2月KそれKついてのシンポジワムを

開催することとなった。

円。
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2. 会計報告

昭和 52年度会計報告

(昭和 52年 4月 1日~昭和 53年 3月 31日) (単位:円)

収 入 の 音日 支 出 の 昔日

前年度より繰越 4 5 8，2 2 2 会報(1 1号)発行 3 1 1，2 4 0 

個人会費 2 9 1， 5 0 0 通 費 4 7， 5 9 0 

賛助会費 4 2 0，00.0 現地研究会費 6 3， 9 9 O' 

会報売上げ 1 4，2 0 0 シンポジュウム費 8 7，4 6 0 

預金利子 1 6， 0 6 3 会 議 費 3 8，8 5 0 

旅 費 3 7， 9 4 0 

謝 ノ~ 3 3，7 0 0 

事 務 費 8， 0 2 0 

f予 備 費 6 2， 0 0 0 

次年度繰越金 5 0 9， 1 9 5 

計 1， 1 9' 9， 9 8 5 言十 1， 1 9 9， 9 8 5 

一一一一一
監査報告

昭和 52年度の会計監査の結果，間違いのないことを認めます。

昭和 5 3年 5月 19日

平賀即稔 @ 

昭和 53年度予算

(昭和 53年 4月 1日~昭和 54年 3月 31日)

(単位:円)

収 入 の 音日 支 出 の 音日

前年度繰越金 5 0 9， 1 9 5 会報 (12・13号)発行 7 5 0，0 0 0 

個目人会費 3 0 0，0 0 0 通 費 8 0，0 0 0 

賛助会費 4 0 0，0 0 0 現地研究会費 1 0 0， 0 0 0 

会報売上げ 1 5， 0 0 0 シンポジュワム費 1 0 0， 0 0 0 

預金利子 1 5， 0 0 0 えZ2LZ 議 費 4 0， 0 0 0 

旅 費 5 0， 0 0 0 

謝 金 4 0，0 0 0 

事 務 費 1 5，0 0 0 

予 備 費 6 4， 1 9 5 

言十 1， 2 3 9， 1 9 5 言十 1， 2 3 9， 1 9 5 
一一」
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北海道家畜管理研究会

役員 名簿
( 任 期 昭 和 53年 4月~昭和 55年 3月)

氏 名 所 属 氏 名 所 属

評議員 岡嶋成昌 北海道農電協議会

会長 玉木正雄 北農中央会

広瀬可恒 北大農学部 村上秀千代 ホクレン

川原敬治 向上

副会長 遠藤清司 酪農総合研究所

吉田富穂 専修大北海道短大 松吉 寛 雪印乳業(株)

伝法卓郎 長瀬瀬業(株)

室松正雄 北海道開発局 岡村俊民 北大農学部

新谷富雄 道庁農務部 八戸芳夫 向上

宮森正雅 向 上 桃野作次郎 向上

大 森昭一郎 北農試畜産部 堂腰 京市 向 上

小 沢行雄 " 農業物理部 池内義則 向 上

高額 昇 " 畑作部 朝 日田康司 向 上

鳶野 保 " 草地開発部 上山英一 向上

斎藤 日 道立中央農試 鈴木省三 帯広畜大

山田勝美 向 上 高畑英彦 向 上

松村 宏 道立新得畜試 西埜 進 酪農学園大

平沢一志 か滝川畜試 三股正年 向 上

松代平治 M 根釧農試 吉田一夫 専修大北海道短大

永田俊郎 M 天北農試

西 勲 道庁専門技術員 監事

緒方 博 農用地開発公団 平賀即稔 北海道畜産会

前田 岡1 北海道農業開発公社 及川 寛 道立中央農試

杉山英夫 北海道畜産会

小林道彦 北海道酪農協会 幹事

後藤美城 北海道家畜改良事業団 (庶務)小竹森訓央 北大農学部

今淵宗男 向上 (会計)伊藤和彦 向上

三浦四郎 北衛生海指道導家畜協畜会産物 (編集)松田従三 向上

武田 明 北海道農業機械工業会

なお、顧問として次の各氏をお願いしておりますO

道農務部長、三田村健太郎氏、常松栄氏、横山偉和夫氏
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ム、
:z:;; 名 簿員

(昭和 54年 1月31日現在)

立立 、 之』 ロ
日 旭云貝

氏 名 郵便番号 住 所

( A ) 

安達 博

安達 実

相田隆男

青山順一

赤木信義

赤松 勉

天野憲典

浅川英夫

浅原敬一

浅野昭一

朝日田康司

荒川裕一

安宅一夫

安藤道雄

( B ) 

坂東 健

( c ) 

知念悌郎

( D ) 

出村忠章

堂腰 純

道見吉一

伝法卓郎

( E ) 

榎本博司

榎本泰明

遠藤清司

( F ) 

古 都 浩

古谷 将

080 1 帯広市西4条南9丁目市役所第3庁舎内十勝中部弛区農業改良普及所

001 札幌市北区北 7条西 6丁目 北海道農材工業株式会社

086-111 標津郡標津町 道立根釧農業試験場

065 札幌市東区北 19条東 4丁目 北原電牧株式会社

060 杓幌市中央図ヒ5条西5丁目住友生命ピル 日本ニューホランドKK

096 1 名寄市西 4条南 3丁目

061-011 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場農業物理部

070 1 旭川市 6条 9丁目 旭川市役所

087 1 根室市常盤町 3-2 8 根室支庁農務課

061-011 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

o 6 0 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部畜産学科

044 I 虻田郡倶知安町北 4条東 8丁目 中後志地区農業改良普及所

069-011 江別市西野幌 582 酪農学園大学

097 稚内市こまどり 2 宗谷北部農業改良普及所稚内駐在所

o 8 1 I 上川郡新得町道立新得畜産試験場

348 I 埼玉県羽生市西 2丁目 21番 10号 金子農機闘技術部

082 河西郡芽室町東2条2丁目 十勝中古地区農業改良普及所芽室町駐在所

060 1 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

098-321 天塩君幌延町宮園町9脅由幌延町役場内国営斡由開発事菊街態調窪

060 札幌市中央区北 3条西 7丁目 酪農センタ内 長瀬産業側

094 紋別市幸町 6丁目 西紋東部地区農業改良普及所

985 宮城県多賀城市宮内 2丁目 3番 1号 佐藤造機側仙台工場

060 札防桝吹区北1条西 17丁目 j踊甚不動産会館内紛櫛農総合研究所

061-011 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

080 I 帯広市稲田町 帯広畜産大学農業工学科
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氏 名 郵便番号 住 所

古屋将邦 076 富良野市新富町 3-1 富良野地区農業改良普及所

藤井健治 098-17 紋別郡雄武町字末広町 雄武町役場

藤本義範 098-33 天塩郡天塩町字川口 北留萌地区農業改良普及所

藤岡澄行 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場農業物理部

藤田 裕 080 帯広市稲田町 帯広畜産大学酪農学科

藤田昭三 069-15 夕張郡長沼町東 6線北 15 道立中央農業試験場農業機械部

藤田 保 098-57 枝幸郡浜頓別町道立天北農業試験場

福士郁夫 o 1 1 秋田市飯島町美砂町 6-1--206

福森 功 3 30 埼玉県大宮市日進町 1丁目 40 -2 農業機械化研究所

福田正信 060 札幌市中央区北 3条西 4丁目 北海道開発局農業調査課

舟本末雄 086-11 標津郡中標津町 道立根釧農業試験場

( G ) 

郷司昭夫 054 勇払郡鵡川町字鵡川 513

後藤美城 060 柏幌市中央区北4条西1丁目 ホクレンピノレ j償措家畜改良事業団

( H ) 

八戸芳夫 060 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部畜産学科

橋本賢二郎 089-01 上川郡清水町南 3条2丁目 十勝西部地区農業改良普及所

橋本孝信 086-11 標津郡中標津町東4条北3丁目北根室地区農業改良普及所

橋爪徳三 890 鹿児島市郡元 1-21-24 麗児島大学農学部畜産学科

端 俊 o 6 0 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

早川政市 082 河西郡芽室町新生 北海道農業試験場畑作部

早川勝壱 098-33 天塩郡天塩町川口 北留萌地区農業改良普及所

林 洋 明 062 札幌市白石区本郷通 2丁目北 1 北海道オーレス内

芳賀六男 593 大阪府堺市鶴田町 9-1 2 

響 I1原 086-16 標津郡根室標津町 楳津農協

東 勝利 064 札幌市豊平区 8-9 側ニットウ

東山啓三 041 函館市美原 1丁目 25 -2 1 

秀 和利 o 5 7 浦河郡浦河町昌平町 80番地

広瀬可恒 060 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部畜彦学科

平賀即稔 001 札幌市北区北 10条西 4丁目 北海道畜産会

平 沢 J てIとこρ 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

平山秀介 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

平田征男 063 札幌市西区手稲東 3北 3丁目 1 北海道クボタトラクタ販売動対

平間英夫 060 札幌市中央区南1条西 10丁目全農札幌支所飼料畜産課

堀 口 郁夫 060 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

干場秀雄. 080 帯広市稲田町 帯広畜産大学農業工学科
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氏 名 所郵便番号 住

司

一

夫

一

郎

男

昭

郎

秋

彦

広

重

則

男

男

明

巌

郎

弘

任

幸

秀

彦

舜

幸

好

穂
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060 1 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

1 3 5 1 東京都江東区東雲 1-9-'31 三菱製鋼勝機械エがニヤリング部

080 1 帯広市稲田町 帯広畜産大学草地学科

o 0 1 1 札幌市北区北 10条西 4丁目 北海道畜産会

061-011 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

060 1 キ幌市ヰ喚問ヒ4菊冨1丁目ホクレンピルj悔道家畜改良事業団

080-051 河東郡音更町中音更 農林水産省十勝種畜牧場

086-111 標津郡中標津町道立根釧農業試験場

060 1 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

060 1 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

098-161 紋別郡興部町泉町 西紋西部地区農業改良普及所

061-011 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

o 6 0 1 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

061-011 札幌市豊平区里塚 278 日熊工機株)

098-331 天塩郡天塩町川口 北留萌地区農業改良普及所

061-011 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場農業物理部

099-041 紋別郡遠軽町元副ヒ 1丁目 東紋西部地区農業改良普及所

085~111 阿寒郡鶴居村幌目

078-171 上川郡上川町字菊水

086-111 標津郡中標津町 道立根釧農業試験場

098-161 紋別郡興部町興部町役場

078-021 旭川市永山 1条 21丁目 旭川開発建設部

080~Oll 河東郡音更町大通 5丁目 十勝北部地区農業改良普及所

069-011 江別市西野幌 582 酪農学園大学

089-361 中川郡本別町西仙美里 25 -1 農業大学校公宅

061-021 石狩郡当別町材木沢 石狩北部地区農業改良普及所

069-131 夕張郡長沼町東 6線北 15号 道立中央農業試験場

060 I 札幌市中央区北 2条西 3丁目京成ピル農用地開発公団~t海道支社

063 I 札幌市西区八軒 4条 3丁目 83 

061-011 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

098-571 枝幸郡浜頓別町道立天北農業試験場

o 0 1 1 札幌市北区北 21条西 13丁目 南新川住宅 51 5 -3 2 

060 1 札幌市北区北 18条西 9丁目 北大獣医学部

060 1 札幌市中央区北 4条西 1丁目 ホクレン畜産事業本部
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氏 名 郵便番号 住 所

糟谷 泰 082 河西郡芽室町新生道立十勝農業試験場

加勢 孝 060 柏幌市中央闘ヒ4菊百6丁目北4条ピル相礎開発コンサルタント側

加藤公夫 o 8 6 -0 2 野付郡別海町新栄町 南根室地区農業改良普及所

加藤津二 089-06 中川君臨~IJ町相I 十勝中部地区農業改良普及所暮$1駐在所

加藤孝光 049-25 山越郡八雲町立岩 18 2 

金川博 光 077 留萌市高砂町 留萌開発建設部

金川直人 086-11 標津郡中標津町 道立根釧農業試験場

金屋貞夫 070 旭川市 8条 12丁目 旭川開発建設部農用地開発課

唐橋 需 365 埼玉県鴻巣市大字鴻巣1227 農業試験場作業技術第2研究室

柏木 甲 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

川上克 己 069-01 江別市西野幌 582 酪農学院i大学

]11 島洋三 096 名奇市西 4条南 2丁目 名奇地区農業改良普及所

川原敬治 060 札幌市中央区北 4条西 1丁目 ホクレン畜産事業本部

川村周三 060 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

河崎 嵩 086-02 野付郡別海町別海 406-95

河内 清 00 1 札幌市北区北 10条西 4丁目 北海道畜産会

釜谷重孝 098-33 天塩郡天塩町川口 北留萌地区農業改良普及所

木原義正 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場畜産部

木村俊範 020 盛岡市上田 3丁目 18-8 岩手大農学部農業機械学科

菊地 力 060 札幌市中央区大通東 1丁目 北電側立環部

菊地富治 097 稚内市こまどり 2丁目宗谷北搬出区農業改良普及所稚内駐在所

木下善之 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

桐山優光 069-13 夕張郡長沼町東 6線北15号道立中央農業試験場

北 誠 068 岩見沢市並木町 22 空知中央地区農業改良普及所

北村方男 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

北守 勉 069-13 夕張郡長沼町東 6線北 15号道立中央農業試験場

小竹森訓央 060 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部酪農科学研究施設

小林久男 060 札幌市中央区北 2条西 3丁目 札幌ピル 北斗工販制

小林道彦 060 キ幌市中央区北3条西7丁目 酪農センター内北泊道酪農協会

小松芳郎 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

小南 豊 o 9 8 -4 1 天塩郡豊富町大通 6丁目 宗谷北部地区農業改良普及所

小崎正勝 081 上川郡新得町道立新得畜産試験場

朽木太一 071-14 上川君陳川町西4号南1番世大雪地区農業改良普及所東川駐弟新

草刈和俊 001 札幌市北区北 10条西 4丁目 北海道畜産会

黒沢不二男 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

黒沢弘道 086-11 標津郡中標津町 道立根釧農業試験場
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氏 名 郵便番号 住 所

近藤知彦 078-02 旭川市永山 6条 18丁目 道立上川農業試験場

近藤久和 060 棚悶悶ヒ4緬 6丁目北4条θレ開発一議院部

近藤誠司 069-01 江別市西野幌 582 酪農学園大学

工藤吉夫 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

(M  ) 

牧野清一 087 根室市溜日町9 農協内 南根室地区農業改良普及所根事駐在所

前川孝昭 300-31 茨城県新治郡桜村大字妻木 築波大学農林工学系

前田 問。 060 柏幌市ヰ吹区北3条西7丁目酪農センタ←内北海道農業開発公社

前田善夫 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

松明繁夫 069-13 夕張郡長沼町東 6線北 15号 道立中央農業試験場

松居勝広 060 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

松田従三 .0 6 0 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

松田俊幸 071-05 空知郡上富良野町役場内 富良野地区農業改良普及所

松田清明 080 帯広市稲田町帯広畜産大学農業工学科

松見高俊 060 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

松村 宏 081 上川郡新得町道立新得畜産試験場

松岡 栄 080 帯広市稲田町 帯広畜産大学酪農学科

松井武志 085-11 阿寒郡鶴居村幌呂 幌日農業協同組合

松代平治 086-11 標津郡中標津町 道立根釧農業試験場

松本圭右 o 6 0 札幌市中央区北 3条西 6丁目 北海道農地調整課

松本達夫 o 60 キ腕市中央闘ヒ2翁~19丁目柏幌開発総合庁舎内附出硝開発協会

松吉 寛 065 札幌市東区苗穂町 6丁目 36 雪印乳業相櫛農部

松谷隆志 044 虻田郡倶知安町北 4条東 8 中後志地区農業改良普及所

松沢裕一 086-11 様儲E中尉鞠東3斜ヒ2丁目公社 j恨室旭玄農業改良普及所

、松山秀和 086-11 標津郡中標津町道立根釧農業試験場

松下正明 o 5 2 伊達市末永町 74 伊達農協営農部

松林昭一 060 杓幌市ヰ吹区北1須若7丁目農林錦官石狩中央農業改良普及所

蒔田秀夫 086-11 標津都中標津町道立根釧農業試験場

目 黒勝春 067 江別市1条2丁目江別市農協内石狩南部地区農業改良普及所江原院在所

目 黒義亮 098-33 天塩郡天塩町役場産業課

峰崎康裕 081 上川郡新得町 道立新得畜産試験場

三 上 昇 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場

三浦四郎 o 6 3 柏幌市捌羽仁4条西2丁目ユニオンビル榔描家畜畜産物衛生指導協会

三島哲雄 o 6 1 -0 1 札幌市豊平広羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

三品賢二 077 留萌市高砂町 南留萌地区農業改良普及所

三股正年 061-11 札幌郡広島町字西の里 565-166
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氏 名 郵便番号 住 所

三富繁夫 085 釧路市黒金町 12丁目 10観世釧路農業協同組合連合会内

光本孝次 080 帯広市稲田町 帯広畜産大学酪農学科

宮本啓二 080 帯広市稲田町 帯広畜産大学農業工学科

宮森正雅 060 札幌市中央区北 3条西 6丁目 道庁畜産課

宮沢香春 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場草地開発第一部

宮沢典義 061-11 札幌郡広島町泉町 2-2 D3-49 

宮島寅雄 080-12 河東郡士幌町平原団地

宮田保彦 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

宮下昭光 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場

宮下道男 086-11 標津郡中標津町丸山 2丁目

桃野作次郎 060 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業経済学科

桃野 寛 069-13 夕張郡長沼町東 6線北 15 道立中央農業試験場農機部

森 二=男 o 95 士別市東2条11丁目 士別地区農業改良普及所

森 勉 098-33 天塩郡豊富町大通 宗谷北部地区農業改良普及所

森 紘照 060 札幌市中央区北 3条西 3丁目 富士ビル 三晃化学側

森糸繁太郎 049-56 虻田郡虻田町入江公宅 10号

森田 修 069-01 江別市大麻東町 21 -8 

森田幹彦 060 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

棟方惇也 001 キU幌市北区北7条西2丁目8 北ピ〉レ8階北海道チクレ、役協連合会

室松正雄 060 札幌市中央区北 3条西 4丁目 北海道開発局農業調査課

村井信仁 082 河西郡芽室町新生道立十勝農業試験場

村上明弘 080-24 帯広市西 24条南 2丁目 8-1 3 

村上秀千代 060 札幌市中央区北 4条西 1丁目 ホクレン施設部

村田正則 098-57 枝幸郡浜頓別町 浜頓別農協畜産センター

門前道彦 069-01 江別市西野幌 582 酪農学園大学

( N ) 

中園 稔 044 虻田郡倶知安町字旭 15 倶知安農業高校

中川忠昭 088-23 川上郡標茶町上多和 120-1 標茶町営多和育成牧場

中垣一成 019-17 秋田県イ側関院申岡町神宮寺宇高野秋田県立畜産部換場

中本憲治 062 キ[腕市豊平区月寒東4条9丁目 j聞記留司発コンサルタン l側

中沢 功 082 河西郡芽室町新生 北海道農業試験場畑作部

名久井 忠 082 河西郡芽室町新生 北海道農業試験場畑作部

永田俊郎 098-57 枝幸郡浜頓別町 道立天北農業試験場

長野 宏 090 北見市青葉町 15 北見地区農業改良普及所

長尾節也 088-03 白糠郡白糠町新栄町 釧路西部地区農業改良普及所

長岡英之 089-56 十勝郡浦幌町新町 15 
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氏 名 郵便番号 住 所

長 沢 滋 094 紋別市型町6丁目 網走支庁総合庁舎西紋東部世区農業改良普及所

南 部 t悟 080 帯広市稲田町 帯広畜産大学農業工学科

楢崎 昇 069-01 江別市西野幌 582 酪農学園大学

西 勲 060 札幌市中央区北 3条西 6丁目 北海道農業改良課

西部圭一 086-11 標津郡中標南町東4剣ヒ3丁目 ~t根室地区農業改良普及所

西部慎三 861-11 熊本県菊地郡西合志町 農林水産省九州農試畜産部

西本義典 060 札幌市中央区北 4条西 1丁目 北農中央会農畜政部

西村充ー 05 1 室関市幸町 9-1 1 胆振支庁経済部農務課畜産係

西 埜 進 069-01 江別市西野幌 58 2 酪農学園大学

西野広幸 070 旭川市 8条 12丁目 旭川開発建設部農用地開発課

西塚直久 081 
上j間断得町本通南4丁目1番血 農十静業西試部験強場国王草語地諜開改発良普部尉晋新駐弟得新

新田一彦 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘北海道

野田哲治 088-14 厚岸郡浜中町茶内 浜中農協

野 村 喬 069-01 江別市西野幌 582 酪農学園大学

野村 貞 068 岩見沢市並木町 22 空知中央地区農業改良普及所

納回目広裕 086-11 標津郡中標潮町東4条北3丁目 北根室地区農業改良普及所

( 0 ) 

岡田 清 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

岡村俊民 060 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

岡本明治 080 帯広市稲田町帯広畜産大学草地生態学教室

岡本全弘 081 上川郡新得町 道立新得畜産試験場

岡本喜代治 086-16 標津郡根室標津町役場 農林課

岡嶋成昌 060 札幌市中央区大通東 1丁目 北電側サ ピス課

緒方 博 060 札幌市中央区北2条西3丁目京成ピ、ル農用地開発公団

越智光正 071-05 上川郡上富良野町役場内 農業改良普及所

越智勝利 061-01 札幌市豊平区東月寒 27 北海道家畜改良事業団道央事業所

奥村隆雄 135 東京都江東区東雲 1-9-31 三菱製鋼制機械事業部

奥田信義 065 札幌市東区苗穂町 36 サツラク農協

及 川 寛 069-13 夕張郡長沼町東 6線北 15号 道立中央農試畜産部

及川一郎 060 札幌市中央区北 4条西 1丁目 ホクレン畜産事業本部

大淵隆史 001 札幌市北区北 10条西 4丁目 北海道畜産会

大橋 忠、 098-41 天塩郡豊富町大通 6丁目 宗谷北部地区農業改良普及所

大橋和政 092 網走郡美幌町役場

太田三郎 080 帯広市稲田町帯広畜産大学附属農場

大西吉久 348 羽生市西 2丁目 21 -1 0 金子農機側

大久保正彦 060 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部畜産学科

つ臼ワ
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氏 名 所郵便番号 住

大浦義教

大森昭治

大森

大根田

大川

小野

小野瀬

小川

小川

小倉紀

小沢行

近江嘉

郎

裏

郎

也

勇

薫

博

美

雄

博

彦

一
一
一
一

昭

勇

哲

近江谷和

( s ) 
佐野信一

匂坂昭吾

沢村 浩

沢口 明

沢口則昭

斉

雄

郎

広

吉

明

利

和

義

富

浩

良

正

藤

藤

藤

藤

井

井

原

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

斎

斎

斎

斎

酒

酒

佐

佐

佐

佐

佐

佐

佐

佐

佐

佐

佐

博

夫

信

雄

昭

允

繁

実

'悟

拓次郎

正 治

060 

061-01 

061-01 

086-11 

101 

080 

088-23 

099-14 

088-23 

086-11 

061-01 

040 

060 

日

073 

073 

061-01 

059-24 

060 

069-13 

089 

098-33 

020 

099-21 

099-14 

5 9 1 

060 

060 

001 

081 

088-23 

098-62 

086-02 

079-01 

o 60 

0'8 2 

柏幌市ヰ喋区北3条西7丁目 酪農センタ一北論議鍾鰻検査所

上川郡新得町道立新得畜産試験場

札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

標津郡申漂津町道立根釧農業試験場

東京都千代田区大手町 1-8-3 全農東京業務支所

帯広市稲田町 帯広畜産大学農業工学科

川上郡標茶町桜町 釧路北部地区農業改良普及所

常日郡訓子府町字駒里 184 ホクレン畜産研修牧場

川上郡標茶町字川上町 釧路北部地区農業改良普及所

標津郡中標津町 道立根釧農業試験場

札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場農業物理部

函館市五稜郭町 26番地 8号 渡島家畜保健衛生所

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場草地開発第一部

静内郡静内町字御幸町 日高中部地区農業改良普及所

札幌市中央区北 4条西 1丁目 ホクレン種苗課

夕張郡長沼町東 6線北 15 道立中央農業試験場農機部

河西郡期肘字更別南2線92十勝南部駆農業改良普及所更別

天塩郡天塩町川口 北留萌地区農業改良普及所 駐白芳

岩手県盛岡市館向町 34-30 石桜荘 203号

常呂郡端野町字端野端野農協

常日郡訓子府町 北見農業試験場

堺市北条町 2丁目 436ー 19 

杓幌市中央区北4条西6丁目北4条ピコレ相槌開発コンサフレタント側

農業開発部
札幌市北区北 18条西 9丁目 北大獣医学部

札幌市北区新琴似 11条 10丁目 利元荘内

上川郡新得町写噺得十勝西司地区農業改良普及所新得町宮ヨ主計

川上郡標茶町字川上町 釧路北部地区農業改良普及所

宗谷郡猿在

野村郡別海町新栄町 南根室地区農業改良普及所

美唄市美唄 1610-1 専修大学北海道短期大学

柏幌市中央区北1条西7丁目農業会館内石狩中部地区農業設良普及所

河西郡芽室町新生 道立十勝農業試験場

-73-



氏 名 郵便番号 住 所

関谷 舗 080 帯広市西 23剣ヒ1丁目 北海道クボタトラクタ販売制錠諌支社

曽根章夫 081 上川郡新得町道立新得畜産試験場

自日白 山茂夫 098-22 中川郡美深町字敷島 12 1 上川北部地区農業改良普及所

笹島克己 069-13 夕張郡長沼町東 6線北15 道立中央農業試験場農業樹戒部

杉山英夫 '00'1 札幌市北区北 10条西4丁目 畜産会館 北海道畜産会

杉原敏弘 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

住吉正次 081 上川郡新得町 道立新得畜産試験場

首藤新一 060 札幌市中央区北 4条西 1丁目 ホクレン畜産事業本部

鈴木省三 080 帯広市稲田町 帯広畜産大学酪農学科

鈴木 昇 058-02 幌泉郡えりも町字歌別 北海道襟裳肉牛牧場

菅井聖二 080-05 河東郡音更町中音更 農林水産省十勝種畜牧場

佐々木春夫 034 青森県十和田市沢の里 1-259 佐々木農機株)

寒河江洋一郎 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

背戸 措 098-33 天塩郡天塩町川口 北留萌地区農業改良普及所

赤城望也 060 札幌市中央区北 4条西 1丁目 ホクレン種苗課

白波瀬幸男 099-31 網走市字北浜 214

白井俊三 065 札幌市東区苗穂町 3丁目 サツラク農業協同組合

四十万谷 吉郎 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

篠原紀世史 073 滝川市東滝川 735-67 道立滝川畜産試験場

進藤重信 060 札幌市中央区北 2条西3丁目京成ビ、ル農用地開発公団

新谷富雄 060 札幌市中央区北 3条西 6丁目 道庁酪農草地課

新名正勝 081 上川郡新得町 道立新得畜産試験場

島田実幸 069-13 夕張郡長沼町東 6線北 15 道立ヰ決農業試験場農業機械部

清水良彦 081 上川郡新得町 道立新得畜産試験場

( T ) 

玉木正雄 060 札幌市中央区北 4条西 1丁目 北農中央会

玉木哲夫 081 上川郡新得町 道立新得畜産試験場

多田重雄 060 札幌市北区北 19条西 9丁目 北大農学部第 2農場

田中正俊 o 7 3 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

田中 慧 099-14 常呂郡訓子府町駒里 184 ホクレン畜産研修牧場

田 中貞美 079-01 美唄市美唄 1610-1 専修大学北海道短大

田 口 繁 048-16 虻田郡真狩村字光 39番地 南羊蹄地区農業改良普及所

高井宗宏 。60 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

高石克己 060 札幌市中央区北 4条西 1丁目 ホクレン畜産飼料課

高木亮司 056-01 静内郡静内町御園 北大農学部附属牧場

高橋俊行 036 弘前市文京町 弘前大学農学部農業工学科
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氏 名 郵便番号 住 所

高橋潤ー 080 帯広市稲田町帯広畜産大学

高橋和夫 069-15 夕張郡栗山町中央 4丁目 16 

高橋英紀 060 札幌市北区北 10条西 8丁目 北大理学部環境構造学専攻

高橋哲雄 080-24 帯広市西 22条北 1丁目 14番地東洋農機側

高畑英彦 080 帯広市稲田町 帯広畜産大学農業工学科

高倉 3彰~ 001 柏幌市北区北7条西2丁目 テ-.:r..ムビ‘ル金子農機利腕営業者

高倉正臣 959-31 新潟県岩船郡荒川町大宇佐々木 荒川牧場

高野信雄 329-27 栃木県那須郡西那須野町 農林水産省草地試験場牧草部

高野定輔 069-15 夕張郡栗山町中央 3丁目 空知南東地区農業改良普及所

高 瀬 昇 082 河西郡芽室町新生 北海道農業試験場畑作部

高瀬正美 099-44 斜里郡清里町羽衣南区 斜網東部地区農業改良普及所

高安一郎 036 弘前市文京町 弘前大学農学部

滝沢寛禎 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

建部 晃 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 1 北海道農業試験場

武田太一 036 弘前市文京町 弘前大学農学部農業工学科

武田 明 060 柏幌市中央区北3条西2丁目富山会館相諮農期務械工業会

竹園 尊 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 1 北海道農業試験場物理部

竹内 寛 060 札幌市中央区北 3条西 6丁目 北海道農業会館

丹代建男 099-14 常呂郡訓子府町弥生 道立北見農業試験場

谷 口 隆一 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

寺尾 日出男 060 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

寺島 正 098-01 上川郡和寒町 農協内 士別捌玄農業改良普刃者糊調]盟主す

蔦野 保 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場草地開発第一部

鳥山正雄 061-01 札幌市豊平区清田 21 5 -2 

所 和暢 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

泊 )11 京--司. 065 札幌市東区北 19条東 4丁目 北原電牧側

時枝 久 060 札幌市中央区北 4条西 1丁目 ホクレン酪農振興課

豊川好司 036 弘前市文京町弘前大学農学部

坪松戒三 036 弘前市文京町弘前大学農学部

土田鶴吉 089-01 上川郡清水町下美蔓 日本酪農協同農場(キ幌市西区手稲富岡

土谷紀明 080-24 帯広市西 21条北 1丁目 土谷特殊農業機具製作用f8日④

土屋 馨 098-57 枝幸郡浜頓別町緑ケ丘 道立天北農業試験場

堤 義 雄 060 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部畜産学科

常松 哲 079-01 美唄市美唄 1610 -1 専修大学北海道短期大学

( u ) 

上田義彦 060 札幌市中央区南 1条西 25丁目
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氏 名 所郵便番号 住

一

昌

次

清

昭

治

野

彦

道

一

昭

晴

寛

雄

昭

博

美

義

博

勲

光

照

和

紀

男

良

穂

一

倍

男

人

治

夫

勲

芳

孝

英

宏

悦

典

安

緑

明

忠

誠

正

信

勝

正

和

由

陽

昭

裕

和

富

寿

一

則

栄

典

林

山

献

上

津

田

沼

津

村

山

恥

田

田

辺

辺

会

町

田

岡

田

本

本

島

下

山

田

沢

川

田

田

田

田

田

井

原

垣

幡

木

内

上

宇

裏

浦

梅

梅

鵜

魚

内

内

(

鷲

和

渡

渡

渡

(

保

山

山

山

山

山

山

米

米

米

梁

吉

吉

吉

吉

吉

吉

吉

芳

八

八

060 

078-02 

081 

080 

1 5 1 

060 

088-14 

085 

086-02 

086-02 

060 

001 

081 

098-57 

044 

062 

069-13 

068-07 

062 

001 

082 

082 

078 

073 

048-16 

060 

079-01 

098-57 

08 1 

o 7 9c一o1 

080 

060 

044 

565 

694-01 

002 

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部酪農科学研究施設

旭川市永山町 7丁目 46ー1 全農北海道講習所

上川郡新得町道立新得畜産試験場

帯広市稲田町帯広畜産大学

東京競史谷区代々木1丁目37番出酪農錦官ビルオリオン機械側
営業部

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

厚岸郡浜中町茶内 釧路東部地区農業改良普及所

釧路市黒金町 12丁目 10 釧路農協連

野付郡別海町別海常盤町 農用地開発公団

野付郡別海町別海新栄町 南根室地区農業改良普及所

キ幌市ヰ吹区北1条西17丁目 ~t海道不動産錦宮内綜瀦農総合研究所

札幌市北区北 10条西4丁目 北海道競馬事務所

上川郡新得町道立新得畜産試験場

枝幸郡浜頓別町北 3-2

虻田郡倶知安町北 4東 8 中後志地区農業改良普及所

札幌市中央区北4条西 6丁目制槌開発コンサルタント側

夕張郡長沼町東 6線北 15号道立中央農業試験場経営部

夕張市沼の沢 102 空知南東部地区農業改良普及所

札幌市豊平区豊平 3条 6丁目 スター農機側

札幌市北区北 10条西4丁目 北海道畜産会

河西郡芽室町新生道立十勝農業試験場

河西郡芽室町字美生 側ノーサン・ファーム帯広農場

滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

虻田郡真狩村字光 39番地 南羊蹄地区農業改良普及所

札幌市北区北 1'8条西 9丁目 北大獣医学部

美唄市美唄 1610-1 専修大学北海道短期大学

枝幸郡浜頓別町浜頓別役場

上川郡新得町道立新得畜産試験場

美唄市美唄 1610ー1 専修大学北海道短期大学

帯広市稲田町 帯広畜産大学草地学科

柏幌市中期玄北3条西7丁目水産ピル制措農業開発公社

虻田郡倶知安町北 4東 8 中後志地区農業改良普及所

吹田市千里丘中 1-1 6 ヤ、パザィゼル第3千里丘寮

島根県大田市川合町 中国農業試験場畜産部

札幌市北区篠路 246-27

戸
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編 集 後 コい
ココ日

o第 13号をお届けします。毎回、発行遅れのお詫びで恐縮ですが、本号も年度内発行が出来ず

会員の皆様に御迷惑をお掛けしたことをお詫び申し上げます。

o本号は、第 22回研究会「新酪農村について」のシンポジウムを中心に編集いたしました。当

日話題提供をお願いしました進藤氏、 金川氏の玉稿の他に討論要旨も掲載致しました。討論の

内容は、座長の遠藤氏も述べられていますように賛否両論のあった新酪だけ l亡、仲々興味深い内容

があり、新酪を理解される上で参考になることと思います。

oまた本号には、現地研修会参加記として、酪農学園大学の川上氏に玉稿をいただきました。と

れまた非常に詳細な内容で、新酪の農家の現況がよく理解されると思います。

o本会会長、広瀬可恒先生は、本年 4月 1日をもって北海道大学を定年退官され、北海道家畜改

良事業団に御勤務になられました。先生は益々張切って、日夜北海道畜産界のために御尽力下さっ

ております。

o本会評議員でいらっしおいました今淵宗男様が本年 4月御逝去されました。本会からも弔電を

打つとともに会長も御葬儀に参列されました。慎んで御冥福を祈ります。

( 1 9 7 9. 4. 2 O. J. M. ) 
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北海道家畜管理研究会々則

第 1 条 本会は北海道家畜管理研究会と言い、その事務局を北海道大学農学部に置く。

第 2 条 本会は家畜管理等における機械化、省力化、衛生管理並びにその経済性などに

関する研究の促進及びその健全な普及を図ることを目的とする。

第 3 条 本会は目的を達成するために次の事業を行う。

1. 講演会及び研究会の開催。

2 機関誌の刊行。

3. その他本会の目的を達成するに必要とする事業。

第 4 条 本会は本会の目的に賛同する個人及び団体で構成する。

第 5 条 本会は役員として会長 1名、副会長 1名、評議員、幹事、各若干名及び監事 2

名をおく口役員の任期は 2カ年とする。但し再任を妨げない口会長は会務を総

理し、本会を代表する。評議員は講演会、研究会その他本会の目的達成に必要

とする事業を企画し評議する。幹事は庶務、会計、編集その他日常業務を執行

する。なお、。本会には顧問をおくことが出来る。

第 6 条 評議員、監事は総会において会員より選任する。会長及び副会長は評議員より

互選し総会において決定する口幹事は会長の委嘱による。

第 7 条 会員を分けて普通会員及び賛助会員とし、普通会員は個人とし、その会費は、

年 1，000円とする。賛助会員は個人叉は団体で、その会費は年 1口5，000円、

1口以上とする。

第 8 条 2 総会は毎年 1回開催し、会の運営に関する重要な事項を決定する口必要に応じ

て臨時総会を開く乙とが出来る。

第 9 条 本会の会計年度は 4月 1日より翌年 3月 31日までとする。

第 10条 本会々則の変更は総会の決議によらなければならない。
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